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社会政策学会会員研究業績一覧
（2003 年 1 月～ 12 月刊行分）

凡　　例

　研究業績の表記法は，つぎのとおりです。
⑴　学会員の配列は，五十音順です。
⑵ 　単行の著書と編書，共編著書は，書名の前に＊印を付けてあります。それ以外の論文などは，

無印です。図書中の論文及び書評については，図書名に＊印をつけてあります。
⑶ 　図書や論文などは，著者（執筆者），標題，副標題，出版者（出版社または雑誌名など），巻

号，発行年月，頁数の順に掲載しました。なお，注記と件名は，記入がなかった例もあり，不
統一なので，ここでは省略しました。

⑷ 　このリストは，学会員の申告によるもので，表記法を統一したほかには，業績リスト作成事
務局による学会員業績の取捨選択は，行なっておりません。

　　★　学会員の業績リストに関するお問い合わせは，下記宛にご連絡ください。
　　　　　　　〒194-0298　東京都町田市相原町4342
　　　　　　　　法政大学大原社会問題研究所内，
　　　　　　　　社会政策学会業績リスト作成事務局
　　　　　　　　　　（責任者：五十嵐　仁）
　　　　　　　　（Tel.042-783-2307，Fax．042-783-2311）
　　　　　　　　（E-mail:oharains@mt.tama.hosei.ac.jp）

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁

相澤與一 地域家族会と NPO 化による精神障
害者福祉づくりの可能性（上）

精神障害者福祉立法と
家族会の作業所活動

週刊社会保障 57-2225 2003. 3 22 ～
25

地域家族会と NPO 化による精神障
害者福祉づくりの可能性（下）

後発地域家族会のNPO
化による福祉・仕事・
地域おこしの試み

週刊社会保障 57-2226 2003. 3 22 ～
25

* 日本社会保険の成立（日本史リブ
レット 62 号）

山川出版社 2003.11 106

精神障害者の作業所づくり 日本の科学者 38-12 2003.12 ～

青木宏之 日本鉄鋼業における定員管理の展
開：1950 ･ 60 年代

戦後現場管理のダイナ
ミズム

経営学研究論
集（明治大学
大学院）

18 2003. 2 1 ～
31

赤松良子 * 均等法をつくる 勁草書房 2003.10 226

浅生卯一 書評：今村寛治『〈労働の人間化〉
への視座』

大原社会問題
研究所雑誌

537 2003. 8 75 ～
78
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著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁

浅野慎一 在日ベトナム難民家族の青少年
（* 岩崎信彦，C. ピーチ，宮島喬，R.
グッドマン，油井清光編『海外にお
ける日本人，日本のなかの外国人』
所収）（新垣正美と共著）

生活－意識と地域社会 昭和堂 2003. 2 411 ～
426

*The lifestyles and ethnic indentity 
of Vietnamese youth residing in 
Japan,edited by Roger Goodman, 
Ceri Peach, Ayumi Takenaka, 
and Paui White "Global Japan:The 
experience of Japan's new immigrant 
and overseas communities."（and 
Shinganki Masami）

Routledge
Curzon

2003. 3 165 ～
176

ベトナム難民家族の青少年の生活と
社会関係（1）（新垣正美・中島藍と
共著）

階級・階層とエスニシ
ティ

神戸大学発達
科学部研究紀
要

10-2 2003. 3 107 ～
128

多民族社会・日本における階級・階
層構造と文化変容

中国人・ベトナム人・
ブラジル人・日本人調
査を主な素材として

フォーラム現
代社会学（関
西社会学会）

2 2003. 5 59 ～
67

ベトナム難民家族の青少年の生活と
社会関係（2）（新垣正美・中島藍と
共著）

階級・階層とエスニシ
ティ

神戸大学発達
科学部研究紀
要

11-1 2003.10 75 ～
102

出稼ぎブラジル人と日本人の労働と
文化変容（今井博と共著）

過疎地における自動車
用ワイヤーハーネス製
造職場を事例として

日本労働社会
学会年報

14 2003.11 127 ～
154

朝日吉太郎 * グローバル化時代の日独経済の新
展開

平 成 13 年 度
～ 14 年 度 科
学 研 究 助 成
金（基盤研究

（ Ｂ ）（1） 海
外学術調査）
研究成果報告
書，課題番号
13572023

2003. 3 2 ～
4,6 ～
7,

20 ～
22,

227 ～
255

* グローバル化とドイツ経済・社会
システムの新展開

（はじめに，序章，第 7
章グローバル化とドイ
ツ労使関係の転換）

文理閣 2003.11 3～ 8,
13～ 30,
217～
293

グローバル化の下での日本的労使関
係の変貌

鹿児島県立短
期大学紀要

2003.12 15 ～
30

浅見和彦 生協労働組合の到達点と新しい展開
方向をめぐって

『21 世紀の生協労連』
のメッセージを中心に

季刊生協労連 113 2003. 4 3 ～
15

イギリス建設労働運動の歴史・第 1
回

歴史的な発展の 5 つの
時期

建設政策 92 2003.11 40 ～
43

阿部　彩 帰国生の長期的適応ストラテジーに
関する調査報告書（千年よしみと共
著）

海外子女教育
（海外子女教
育振興財団）

360 2003. 2 20 ～
25
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阿部　彩 母子世帯の経済状況と母親の就労 家族構造や就
労形態等の変
化に対応した
社会保障のあ
り方に関する
総合的研究平
成 14 年 度 研
究会

2003. 2 ～

「Socially Perceived Necessities」と
公的扶助理論の課題

社会政策学会
第 106 大会 一
橋大学

2003. 5 ～

児童手当と年少扶養控除の所得格差
是正効果のマイクロ・シミュレーシ
ョン

季刊社会保障
研究

39-1 2003. 6 70 ～
82

公的年金における未加入期間の分析 公的年金ワー
クショップ 国
立社会保障・
人口問題研究
所

2003. 9 ～

公的年金における未加入期間の分析 パネル・データを使っ
て

季刊社会保障
研究

39-3 2003.12 268 ～
280

Low Income People in Socia l  
Security Systems in Japan

The Japanese 
Journal of Social 
Security Policy

12-2 2003.12 59 ～
70

荒井壽夫 自動車産業（* 吉本圭一編著『海外・
人づくりハンドブック：フランス』
所収）

海外訓練協会 2003. 8 125 ～
143

飯田　鼎 * 福沢諭吉と自由民権運動（著作集
第 6 巻）

自由民権運動と脱亜論 御茶の水書房 2003.10 xii,315

飯田　茂 重い障害のある青年の在宅生活とそ
の援助

今は亡き青年達とその
家族との交流から

保 健 の 科 学
（杏林書院）

45-2 2003. 2 145 ～
150

介護労働者の労働問題 北海道の福祉職場の実
態から

労働運動（新
日本出版社）

467 2003. 6 124 ～
132

障害のある青年達とともに 時にはお互い励まし合
う「同じ社会人として」
の関係を

学校教育相談
（ほんの森出版）

17-10 2003. 8 26 ～
30

地域住民の福祉を支えるホームヘル
プ労働

誇りをもち安心して利
用者援助にあたるため
の条件

全日本建設交
運一般労働組
合事業団・高
齢者部会

別冊 2003. 9 1 ～
11

* 北海道季節労働者白書　第 3 集 建設政策研究
所北海道セン
ター

2003.12 11～ 18, 
34 ～ 43

居神　浩 福祉国家動態論への展開（* 埋橋孝
文編『比較のなかの福祉国家』所収）

ジェンダーの視点から ミネルヴァ書房 2003. 1 43 ～
67

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁
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五十嵐仁 世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（3）

ヤングスタウン州立大
学労働者階級研究セン
ターと労働者階級研究
大会

大原社会問題
研究所雑誌

530 2003. 1 54 ～
60

世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（4）

労 使 関 係 研 究 協 会
（1RRA）全国政策フォ
ーラムとミーニー・セ
ンター

大原社会問題
研究所雑誌

531 2003. 2 59 ～
66

書評：水野秋『太田薫とその時代－
「総評」労働運動の栄光と敗退』

大原社会問題
研究所雑誌

532 2003. 3 76 ～
79

世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（5）

コーネル大学産業・労
使関係学部カサーウッ
ド図書館とキールセン
ター

大原社会問題
研究所雑誌

534 2003. 5 53 ～
59

世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（6）

マサチューセッツ大学
アマースト校図書館と
スミス・カレッジの資
料館

大原社会問題
研究所雑誌

535 2003. 6 72 ～
77

世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（7）

アムステルダムの博物
館とフィンランドの労
働組合中央組織

大原社会問題
研究所雑誌

536 2003. 7 53 ～
60

統一地方選挙で問われたもの 住民と自治 483 2003. 7 11 ～
17

労働政策の構想（* 進藤栄一編『公
共政策への招待』所収）

その焦点と課題 日本経済評論社 2003. 7 141 ～
156

* 戦後政治の実像 舞台裏で何が決められ
たのか

小学館 2003. 8 335

連合評価委員会中間報告に寄せて　
論評と提案　1（鈴木玲と共同執筆）

賃金と社会保障 1351・
52

2003. 8 4 ～
11

戦後民主主義の逆コースを演出した
「大日本帝国の亡霊」たち

政治家・軍人 週刊金曜日 8 月
8 日号

2003. 8 28 ～
29

働く者の不安感を高める改正労働基
準法

エコノミスト 9 月
2 日号

2003. 9 46 ～
49

1047 人の採用差別問題解決に向けて
の 3 つの道

人として（国
鉄・JR 問題研
究会）

14 2003. 9 5 ～ 6

世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（8）

フィンランド・タン
ペレで開かれた労働史
研究機関国際協会大会

（その 1）

大原社会問題
研究所雑誌

538・
539

2003.9·10 42 ～
48

世界の労働関係研究所・資料館・図
書館（9）

フィンランド・タン
ペレで開かれた労働史
研究機関国際協会大会

（その 2）

大原社会問題
研究所雑誌

540 2003.11 46 ～
52

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁
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五十嵐仁 巻頭時評：これでいいのか「21 世紀
　日本の進路」

03 年 11 月総選挙結果
総評

賃金と社会保障 1359 2003.12 4 ～
11

『同時代史』研究における『あらま
ほし方法論』（* 同時代史学会編『戦
争と平和の同時代史』所収）

日本経済評論社 2003.12 187 ～
192

池田　信 『社会政策論の方向転換』への旅（上） 大原社会問題
研究所雑誌

531 2003. 2 50 ～
58

『社会政策論の方向転換』への旅（下） 大原社会問題
研究所雑誌

532 2003. 3 46 ～
57

石井啓雄 農業・農山村の再生と家族経営　
（上）

経済（新日本
出版社）

97 2003.10 150 ～
177

農業・農山村の再生と家族経営　
（下）

経済（新日本
出版社）

98 2003.11 152 ～
177

石井まこと 雇用労働のアウトソーシング化と雇
用・労使関係

大分大学経済
論集

54-4 ･ 5 ･ 6 2003. 2 1 ～
27

企業組織再編と労使関係（* 大分大
学経済学部編『グローバル化と日本
の経済・社会』所収）（共著）

ミネルヴァ書房 2003. 7 209 ～
226

大分県内企業における人事管理の現
状と課題（1）（阿部誠と共著）

「地域企業の人事システ
ム に関する調査」報告

大分大学経済
論集

55-3 2003. 9 78 ～
105

大分県内企業における人事管理の現
状と課題（2）（阿部誠と共著）

「地域企業の人事シス
テム に関する調査」報
告

大分大学経済
論集

55-4 2003.11 94 ～
126

石川公彦 90 年代における倒産反対争議 Ｔ工作所における自主
生産・再建闘争の事例
を通じて

労務理論学会
誌（晃洋書房）

12 2003. 2 217 ～
230

労働組合における水平的ヘゲモニー
の形成

Ａ社労働争議初期事例
を通じて

労働社会学研
究（東信堂）

4 2003. 8 138 ～
187

石田光男 日本の労使関係に何が問われている
のか

社会政策学会誌 9 2003. 3 162 ～
165

* 楠田丘オーラルヒストリー（政策
研究大学院大学 C.O.E. オーラル・政
策研究プロジェクト　梅崎修と共
編）

政策研究大学
院大学

2003. 4 329

* 仕事の社会科学 労働研究のフォロンテ
ィア

ミネルヴァ書房 2003. 7 233,4

「逆生産性交渉」の可能性 社会政策学会誌 10 2003. 9 63 ～
69

石原俊時 スウェーデンにおける高齢者福祉を
めぐって

立教社会福祉
研究

22 2003. 3 ～

SAF 技術部（下） 立教経済学研究 57-1 2003. 7 37 ～
66

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁
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泉谷眞実 青森県における「農業排出物」の発
生と利用

弘大農学生命
科学部学術報
告（弘前大学）

5 2003. 1 68 ～
74

* 青森農業の地域性と変動 北方新社 2003. 3 110

東北・平場稲作経営の継承問題
（* 柳村俊介編著『現代日本農業の継
承問題』所収）

日本経済評論社 2003.10 162 ～
175

新規参入者による法人経営の継承
（* 柳村俊介編著『現代日本農業の継
承問題』所収）

日本経済評論社 2003.10 320 ～
330

リンゴジュース加工残さの発生とリ
サイクル経路（杉村泰彦・森久綱と
共著）

2003 年度日本農業経済
学会論文集

日本農業経済
学会

2003.11 196 ～
200

伊藤セツ 生活自立の拡大（* 社会福祉士養成
講座編集委員会編『新版社会福祉士
養成講座 14 介護概論』所収）

中央法規 2003. 1 137 ～
144

マルクス主義女性解放論（* 奥田暁
子・秋山洋子・支倉寿子編著『概説
フェミニズム思想史』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 3 114 ～
125

アウグスト・ベーベルとマリアンネ・
ヴェーバー（掛川典子と共著）

女性文化研究
所紀要（昭和
女子大学）

30 2003. 3 1 ～
17

ジェンダー視点からみた農業統計再
考（その 2）（粕谷美砂子と共著）

女性文化研究
所紀要（昭和
女子大学）

30 2003. 3 18 ～
25

福祉改革，アファーマティヴ・アク
ション，バックラッシュ（翻訳：共
訳）（* ベティ・フリーダン著，ブリ
ジット・オファレ編，女性労働問題
研究会・労働と福祉部会訳『ビヨン
ド・ジェンダー』所収）

青木書店 2003. 4 73 ～
103

ジェンダー統計・ジェンダー統計研
究の動向

学術の動向 8-4 85 2003. 4 28 ～
31

生活文化（* 澤田信子・中島健一・
石川治江編著【福祉キーワードシリ
ーズ】『介護』所収）

中央法規 2003. 7 30 ～
31

* 国際女性デーは大河のように 御茶の水書房 2003. 8 v,162,17

書評：横山文野『戦後日本の女性政
策』

研究紀要（国立
女性教育会館）

7 2003. 8 140 ～
141

伊藤正純 スウェーデンの生涯学習 研究紀要（桃
山学院大学教
育研究所）

12 2003. 3 35 ～
54

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁
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色川卓男 勤労者家計構造の国際比較（* 埋橋
孝文編著『比較のなかの福祉国家』
所収）

日・米・韓・独の比較 ミネルヴァ書房 2003. 1 135 ～
165

「要約」，「序章　はじめに」，「第 1
章　社会生活指標の日独比較」，「第
2 章　日独家計及び耐久消費財デー
タの概要と概念調整　1. はじめに　
2. 日独データの概要　3. 概念調整　

（1）家計　4. 家計データの調整と実
質化」，「第 3 章　日独生活経済の時
系列比較　1. はじめに　2. 家計の趨
勢　4. まとめ」，「第 4 章　日独家計
の共時的比較　1. はじめに　2. 勤労
者平均世帯　（1）家計　3. 勤労者所
得階級別世帯　（1）家計　（3）まと
め　4. 勤労者年齢階級別世帯　（1）
家計　（3）まとめ　5. 勤労者地域規
模別世帯　（1）家計　（3）まとめ　
6. 勤労者単身世帯　（1）単身女性世
帯の家計　（2）単身男性世帯の家計
　（4）まとめ　9. 高齢者世帯　10.
世帯主失業者世帯」，「第 5 章　全体
のまとめ」（* 家計経済研究所編『生
活構造の日独比較』所収）

財務省印刷局 2003. 3 1 ～
18,

19 ～
30,

31 ～
38,

42 ～
44,

45・46,
48 ～
51,

53 ～
66,

73 ～
76,

77 ～
87,

94・95,
96 ～
107,

114 ～
116,

117 ～
123,

143 ～
157

（計 106
頁）

岩佐卓也 ジェンダー視点と新自由主義 浅倉むつ子氏の所説の
批判的検討

賃金と社会保障 1348 2003. 6 4 ～
14

岩田正美 * 社会福祉の原理と思想（武川正吾・
永岡正巳・平岡公一と共編）

社会福祉原論 有斐閣 2003 1 章 ,2
章

*Homelessness in Contemporary 
Japan（ Misa Izuhara ed.Comparing 
Social Policies: Exploring new 
perspectives in Britain and Japan）

The Policy
Press

2003. 2 191 ～
210

リスク社会における「不確かな日常」
とホームレス

生活経済研究 77 2003. 6 23 ～
30

* 貧困問題とソーシャルワーク（岡
部卓・清水浩一と共編）

公的扶助論 有斐閣 2003. 8 2 章 ,
12 章
の 2-2

Commonality of Social Policy on 
Homelessness

Beyond the Different 
Appearances of Japanese 
and English Policies

E u r o p e a n  
Jo u r n a l  o f  
Housing  Policy 
（Routledge）

l3-2 2003. 8 173 ～
191

禹宗ウォン *「身分の取引」と日本の雇用慣行 国鉄の事例分析 日本経済評論社 2003. 2 430

書評：（佐口和郎・橋元秀一編著『人
事労務管理の歴史分析』）

経 済 学 論 集
（東京大学）

69-3 2003.10 75 ～
82
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上西充子 アメリカ連邦離職者訓練における
「個人訓練勘定」の可能性

悠峰職業科学
研究紀要（悠
峰職業科学研
究所）

11 2003. 1 7 ～
16

上原慎一 高卒労働市場の構造変動と主体
（* 鹿児島国際大学附属地域総合研究
所編『時代転換の諸断層』所収）

日本経済評論
社

2003. 3 41 ～
67

求人票から見た地域労働市場 地域総合研究
（鹿児島国際
大学地域総合
研究所）

31-1 2003. 9 1 ～
23

埋橋孝文 * 比較のなかの福祉国家（講座・福
祉国家のゆくえ第 2 巻）

ミネルヴァ書房 2003. 1 342,8

公的扶助制度をめぐる国際的動向と
政策的含意（* 上掲『比較のなかの
福祉国家』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 1 297 ～
340

分科会座長報告「中国の社会保障」 年金制度を中心にして 社会政策学会誌 9 2003. 3 188 ～
192

訳書（共訳）：先進諸国における福
祉レジーム（*P. アルコック・G. ク
レイグ編　所道彦ほか訳『社会政策
の国際的展開』所収）

晃洋書房 2003. 5 x,328

書 評：Braithwaite, J.,Grootaert, C., 
B.Milanovic, Poverty and Social 
Assistance in Transition Countries

海外社会保障
研究（国立社
会保障・人口
問題研究所）

144 2003. 6 67 ～
70

訳書（監訳）：* 転換期の福祉国家（エ
スピン－アンデルセン編）

グローバル経済下の適
応戦略

早稲田大学出
版部

2003.12 xiv,351

日本型福祉国家の位置と動態（* 上
掲『転換期の福祉国家』所収）（宮
本太郎，イト・ペングと共著）

早稲田大学出
版部

2003.12 295 ～
336

浦坂純子 基礎科目学習の所得形成への影響
（* 伊藤隆敏・西村和雄編『シリーズ：
現代経済研究 22 教育改革の経済学』
所収）

日本経済新聞社 2003. 7 29 ～
44

NPOは雇用の受け皿となり得るか？ 高齢者労働市場として
の可能性

都市問題研究
（都市問題研
究会）

55-10 2003.10 53 ～
67

海老一郎 釜ヶ崎日雇労働市場からみた失業・
雇用問題

「ホームレス」問題に
隠されているものは何
か

経済（新日本
出版社）

99 2003.12 154 ～
158

江里口拓 ウェッブにおける社会進化と社会改
良（* 岡村東洋光ほか編著『経済社
会思想の進化とコミュニティ』所収）

市場・中間団体・国家
をめぐって

ミネルヴァ書房 2003. 9 32 ～
55
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遠藤公嗣 日本の労働研究 正の遺産と負の遺産 社会政策学会
誌（特集雇用
関係の変貌）

9 2003 184 ～
187

遠藤昇三 研究ノート 労働契約論の検討 島大法学（島
根大学法文学
部法学科）

47-3 2003.11 ～

王　文亮 中国農村部の高齢者社会保障の現状
（下）

賃金と社会保
障（旬報社）

1340 2003. 2 61 ～
69

中国の家族倫理と高齢者扶養 倫理（倫理研
究所）

601 2003. 2 24 ～
33

中国農村年金保険制度の誕生・衰退
と再建

社会政策学会誌
（法律文化社）

9 2003. 3 148 ～
161

中国農村部の五保戸扶養制度に関す
る考察（共著）

九州看護福祉
大学紀要

5-1 2003. 3 93 ～
105

* 中国農民はなぜ貧しいか 光文社 2003. 7 380

中国 NPO の活動資源と活動理念
（* 沈潔編著『社会福祉改革と NPO
の勃興』所収）

日本僑報社 2003. 9 124 ～
148

中国（* 仲村優一ほか編『世界の社
会福祉年鑑 2003』所収）

旬報社 2003.11 355 ～
380

大黒　聰 電子自治体のめざすもの（* 世田谷
自治問題研究所，世田谷区職員労働
組合編『21 世紀の新しい自治体行政
への挑戦』所収）

こうち書房
（桐書房）

2003. 2 ～

電子自治体化の光と影（* 世田谷自
治問題研究所，世田谷区職員労働組
合編『21 世紀の新しい自治体行政へ
の挑戦』所収）

こうち書房
（桐書房）

2003. 2 ～

企業の構造再編と外国人労働者の雇
用（* 岩崎信彦，ケリ・ピーチ，宮
島喬，ロジャー・グッドマン，油井
清光編『海外における日本人，日本
における外国人』所収）

昭和堂 2003. 3 ～

* 雇用構造の転換と新しい労働の形
成

大失業時代における非
営利協同，ワーカーズ・
コープの展開

こうち書房
（桐書房）

2003. 3 ～

大塩まゆみ 在宅高齢者虐待の発見と対応 介護者の負担への視点
をどう強化していくか

生活教育 47-11 2003. 1

介護老人福祉施設のサービスの質と
評価

福井県の介護老人福祉
施設の質向上に向けて

福井県立大学
論集

22 2003. 2 27 ～
45

高齢者と人間福祉（* 住谷磬・田中
博一・山田朗子編『人間福祉の思想
と実践』所収）

市民参加により対象者
から主権者へ

ミネルヴァ書房 2003. 8 166 ～
184
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大重光太郎 Arbeitsstruktur und industrielle 
Bez i ehungen  in  Japan .  E ine  
Bestandsaufnahme mit Thesen zur 
Zukunftsentwicklung

Duisstasienwis-
senschaften

50 2003. 5 S.1 ～
29

ドイツにおける協約システムの分散
化と企業別労働協約

食品加工産業における
事例研究

大原社会問題
研究所雑誌

541 2003.12 37 ～
54

大谷　強 介護保険と市民連帯社会システムの
構築

生活経済政策
（生活経済政
策研究所）

75 2003. 4 2 ～ 6

介護報酬改定が介護保険事業計画や
地域に与える影響

介護施設管理
2003（日総研
出版）

1 2003. 5 125 ～
130

障害者支援政策の展開と積極的社会
政策

生活経済政策
（生活経済政
策研究所）

80 2003. 9 24 ～
29

支援費制度と介護保険 週刊社会保障
（法研）

2257 2003.11 22 ～
25

大野　威 忘れられた参与観察のパイオニア
（* 片桐新自・丹辺宣彦編『現代社会
学における歴史と批判 下巻』所収）

社会改革とマクリーン
の参与観察

東信堂 2003. 3 105 ～
123

* リーン生産方式の労働 自動車工業の参与監察
にもとづいて

御茶の水書房 2003. 4 v,216

大吹勝男 純粋流通費用について 資本の流通時間と売買
費用・再論

商学論纂（中
央大学）

44-4 2003. 3 79 ～
130

大森真紀 イギリス労働保護立法の展開 工場法から商店法へ 早稲田社会科
学総合研究

4-1 2003. 7 41 ～
56

Gender and Class in the British 
Factory Inspectorate

早稲田社会科
学総合研究

4-2 2003.11 1 ～
16

岡　伸一 * 社会保障ハンドブック 学文社 2003. 4 170

アメリカにおける年金制度改革 世界の労働 53-7 2003. 7 14 ～
20

日本の雇用保障制度の再評価 週刊社会保障 57-2250 2003.10 22 ～
26

経済協力開発機構（OECD）（* 仲村
優一ほか編『世界の社会福祉年鑑
2003』所収）

旬報社 2003.12 471 ～
487

岡田一郎 書評：永山彦三郎『現場から見た教
育改革』

社会理論研究
（社会理論学会）

4 2003. 6 143 ～
146

社会党改革論争と労働組合 社会政策学会誌
（法律文化社）

10 2003. 9 207 ～
225
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小倉一哉 * 日本人の年休取得行動 年次有給休暇に関する
経済分析

日本労働研究
機構

2003. 3

小越洋之助 「新しい賃金論」への注文 賃金と社会保障 1356 2003. 1 10 ～
21

日本の「新賃金制度」は固まったか 賃金と社会保障 1339 2003. 2 20 ～
32

* 全国一律最賃制を軸としたナショ
ナル・ミニマム（黒川俊雄と共編）

デイノプリン
ト出版会

2003. 4 10 ～
20

終身雇用論（下） その政策の転換と実態 國学院経済学 51-3・
4

2003. 9 1 ～
43

賃金と労働時間の切り離しを許さな
い

労働運動 473 2003.12 62 ～
70

垣田裕介 資料紹介：交通・地方政府・地域省『将
来の野宿者を予防する　事例ハンド
ブック』（その 2・完）（中山徹と共著）

社会問題研究
（大阪府立大）

52-2 2003. 1 239 ～
272

大阪における雇用・失業問題と野宿
生活者問題

おおさかの住
民と自治

293 2003. 5 12 ～
13

書評：橘木俊詔著『失業克服の経済
学』

内容紹介と三つの点に
ついての論評

賃金と社会保障 1346 2003. 5 36 ～
41

野宿生活者の形成過程に関する一考
察

大阪府野宿生活者実態
調査の結果に即して

Shelter-less 18 2003. 9 83 ～
101

協同組合による地域医療（* 国民医
療研究所編『21 世紀の医療政策づく
り』所収）

厚生連の医療・保健活
動とその課題

本の泉社 2003.11 53 ～
63

生活保護を活用して路上から畳へ 野宿考ジャーナ
ルなにわ路情

5 2003.12 1

加来祥男 第 1 次世界大戦期ドイツの戦傷者・
軍人遺族扶助（1）

経済学研究
（九州大学）

69-1・
2

2003. 1 1 ～
26

第 1 次世界大戦期ドイツの戦傷者・
軍人遺族扶助（2）

経済学研究
（九州大学）

70-2・
3

2003.11 227 ～
256

鹿嶋秀晃 希望退職・早期退職制度の導入と企
業社会の変容（* 木田融男・浪江巌・
平澤克彦・守屋貴司編『変容期の企
業と社会』所収）

八千代出版 2003. 4 63 ～
75

日本的能力主義と階層別研修（* 石
井脩二編『雇用再編下の人的資源管
理　3』所収）

中央経済社 2003. 6 29 ～
46

片岡洋子 社員重視型企業の業績の伸ばし方 Int' lecowk : 
国際経済労働
研究

58-2 2003. 2 26 ～
27

人事考課におけるコミュニケーショ
ンの役割

アメリカにおける目標
管理（MBO）と評定
尺度法を例に

日本労務学会誌 5-2 2003. 7 2 ～
10
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片岡洋子 「地上の星」はここに輝く 女性たちのライフ・ヒ
ストリー

Int' lecowk : 
国際経済労働
研究

58-8 2003. 8 24 ～
26

金持伸子 「命を守った村・沢内」を訪れて 日本居住福祉学会研究
集会から

住宅会議 59 2003. 1 51 ～
53

調査報告奥尻島・有珠山の被災地を
訪れて

震災研究セン
ター（兵庫県
震災復興研究
センター）

89 2003. 1 1 ～
21

金子光一 J.S. ミルの福祉思想に関する一考察 フェビアン社会主義へ
の影響

淑徳大学社会
学部研究紀要

37 2003. 3 21 ～
40

イギリス（* 仲村優一ほか編『世界
の社会福祉年鑑 2003』所収）

旬報社 2003.11 31 ～
45

神尾京子 女性七男性三の「女・老・害」就労
構造（* 婦人団体連合会編『女性白
書 2003』所収）

在宅（家内）労働では
たらく女性

ほるぷ出版 2003. 8 114 ～
119

書評：鎌田耕一編著『契約労働の研
究－アウトソーシングの労働問題』

社会政策学会誌
（法律文化社）

10 2003. 9 92 ～
94

上村泰裕 図書紹介：アルコック＆クレイグ編
『社会政策の国際的展開』

市政研究（大阪
市政調査会）

140 2003. 7 72 ～
75

* 東アジアの福祉システム構築（東
京大学社会科学研究所研究シリーズ
No.10）（末廣昭と共編）

東京大学社会
科学研究所

2003.10 1 ～
214

東アジア福祉論の構図（* 上村泰裕・
末廣昭編『東アジアの福祉システム
構築』所収）

東京大学社会
科学研究所

2003.10 11 ～
23

Towards a Comparative Study of 
East Asian Welfare States

社会科学研究
（東京大学社
会科学研究所
紀要）

55-1 2003.12 189 ～
206

河西宏祐 * 日本の労働社会学（新装版） 早稲田大学出
版部

2003. 1 231

Change and Challenge Confronting 
Japan's Labor Market in the Globalized 
Era．（Rose Mouerと共著）

Waseda Studies in
Human Sciences

16-1 2003. 3 59 ～
108

労働時間短縮と労使関係の変化 私鉄産業，A 労組の事
例

人間科学研究
（早稲田大学
人間科学部）

16-1 2003. 3 11 ～
31

書評：稲上毅『企業グループ経営と
出向転籍慣行』

社会学評論（日
本社会学会）

54-2 2003. 9 212 ～
214

寒川尚周 わが国の医療保障制度 医療保障・医療保険・
高齢者医療制度につい
て

富士大学紀要 36-1 2003. 8 19 ～
33
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木村　敦 障害者福祉分野への「支援費支給制
度」導入の問題点

種智院大学研
究紀要

4 2003. 3 36 ～
47

* 社会保障 論点・解説・展望 学文社 2003. 9 206

木村隆之 労働運動の高揚と再編，労働運動の
後退と再編，雇用制度の変容と労働
運動（* 岐阜県編『岐阜県史　通史
編　続・現代』所収　第1部 3章 3節，
第 2 部 3 章 4 節，第 3 部 3 章 4 節）

岐阜県 2003. 3 263 ～
285,

561 ～
580,

900 ～
912

生活闘争の広がりと女性の社会進出
（* 岐阜県編『岐阜県史　通史編　続・
現代』所収　第 2 部 3 章 3 節，第 3
部 3 章 5 節）

高齢化と福祉の時代 岐阜県 2003. 3 541 ～
561,

912 ～
920

木村保茂 企業内教育の今日的特徴 転換期の人材育成シス
テム

北海道大学大
学院教育学研
究科紀要

89 2003. 3 183 ～
210

木本喜美子 労働組織のなかの女性（* 芦田みど
り編『ジェンダー医学』所収）

金芳堂 2003. 4 ～

* 女性労働とマネジメント 勁草書房 2003. 6 236

京谷栄二 書評：鈴木和雄『労働過程論の展開』 社会政策学会誌 10 2003. 9 133 ～
135

日本企業の海外事業展開が地域社会
におよぼす影響の分析

長野県と中国沿海部諸
都市を対象に

長野大学紀要 25-2 2003. 9 75 ～
79

久木元真吾 自分の時間を生きる高齢者（* 家計
経済研究所編『介護保険導入後の介
護費用と家計』所収）

自由回答欄の分析 財務省印刷局 2003. 1 104 ～
115

「やりたいこと」という論理 フリーターの語りとそ
の意図せざる帰結

ソ シ オ ロ ジ
（社会学研究会）

48-2 2003.10 73 ～
89

工藤恒夫 * 資本制社会保障の一般理論 新日本出版社 2003. 1 155

熊沢　誠 「個人の時代」の労働組合 職 場 の 人 権
（職場の人権研
究会）

20 2003. 1 21 ～
29

* リストラとワークシェアリング 岩波書店 2003. 4 213

若者の就業と職場 職 場 の 人 権
（職場の人権研
究会）

23 2003. 7 24 ～
35

倉田　剛 住宅の資産性と福祉的効用 法政大学大学
院紀要

51 2003. 1 105 ～
121
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倉田　剛 循環する住宅市場 住宅市場のモビリティ 法政大学大学
院紀要

50 2003. 3 93 ～
122

ハワイ州オアフの住宅市場と開発の
構想

日本不動産学
会平成 15 年秋
季全国大会・
学術講演会

2003.11 5

神代和欣 個人の自律的職業能力の向上へ ウェルフェア
（全労災）

49 2003 2 ～ 5

賃下げはどこまで続くか 関西経協（関
西経営者協会）

57-10 2003. 1 30 ～
37

年金改革と労働者福祉 勤労者福祉
（全国勤労者福
祉振興協会）

71 2003. 1 2 ～ 5

* 産業と労使 放送大学教育
振興会

2003. 3 334

* 中小企業の挑戦（中島尚正と共著） グローバル化・ハイテ
ク化・高齢化時代のも
の造り

放送大学教育
振興会

2003. 3 242

神代和欣
（和俊）

世代間の不公平を是正するにはさら
に給付水準調整の議論も必要

年金時代（社
会保障研究所）

461 2003. 3 1 ～ 3

神代和欣 定年退職後の就労と所得源泉 所得代替率を中心とし
て

定年到達者等
の就業と生活
実態に関する
研究（高年齢
者雇用開発協
会）

2003. 3 3 ～
18

隅谷先生と労働経済学 隅谷三喜男著
作集月報（岩
波書店）

2 2003. 5 1 ～ 3

神代和欣
（和俊）

世代間の公平と助け合いをめざす年
金改革

くらしとねん
きん（社会保
険研究所）

2003Winter 2003.11 8

河野　穣 1970 年代の労使関係 工場評議会の終焉に向
かって

桜美林大学経
営政策論集

2-1 2003. 3 19 ～
66

政労使間プロトコル（1973 年 7 月
23 日），Concertazione，統一組合代
表

1990 年代のイタリアの
労使関係

桜美林大学産
業研究所年報

21 2003. 3 1 ～
18

伍賀一道 ディーセントワークから見た日本の
雇用と労働

女性労働研究 43 2003. 1 20 ～
30

雇用・失業と社会政策（* 石畑良太郎・
牧野富夫編『新版・社会政策』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 6 97 ～
128

現代日本の失業と不安定就業 社会政策学会誌 10 2003. 9 3 ～
21
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小関隆志 非営利組織の公共性をどう保障する
か

経営論集（明
治大学経営学
部）

50-2 2003. 1 275 ～
286

翻訳：ヨハナン・ストルイヤン「ス
ウェーデンの社会的協同組合」

企業家精神に関する試
論

経営論集（明
治大学経営学
部）

50-2 2003. 1 211 ～
224

建設不況下における元請・下請関係
の変容（山本篤民・村松加代子と共
著）

下請建設業と建設就業
者への影響

社会政策学会
誌（法律文化
社）

9 2003. 3 224 ～
243

書評：相馬健次『戦後日本生活協同
組合論史』

大原社会問題
研究所雑誌

536 2003. 7 61 ～
64

小林謙一 * 介護事業の人事・給与管理と経営
状況 2 

事業所長・施設長アン
ケート調査

雇用能力開発
機構・生活経
済政策研究所

2003. 4 145

介護事業の人事・給与管理と経営状
況（Ⅱ）

生活経済政策 79 2003. 8 36 ～
40

介護老人保健施設における人事・教
育の課題

看護部マネジ
メント編

176 2003.12 9 ～
17

中国産業社会の一断面 拙編著の書評へのコメ
ント

大原社会問題
研究所雑誌

541 2003.12 55 ～
68

小林　巧 * 回想女性労働史研究 ドメス出版 2003.11 209

小林治子 ワーカーズ・コレクティブの組織と
労働

高齢者介護を事例とし
て

龍谷大学経済
学論集

43-2 2003. 8 19 ～
42

小松満貴子 * ジェンダー・セクシュアリティ・
制度

性の社会政策 ミネルヴァ書房 2003. 5 248

小森良夫 *「ルールなき資本主義」との闘争 世界労働運動の歴史と
課題

新日本出版社 2003. 1 354

小山秀夫 特集 : 第 10 回介護療養型医療施設全
国研究会大阪大会

高齢者医療 10 年の検
証－療養病床を考える

LTC
（介護療養型
医療施設連絡
協議会）

37 2003. 1 22 ～
27

介護保険サービスの技術マネジメン
ト第 10 回

医療提供体制と介護保
険経営

月刊介護保険
（法研）

83-1 2003. 1 18 ～
21

看護管理（病院の DON ･ 25） 苦情対応のマネジメン
ト

病院（医学書
院）

62-1 2003. 1 60（60）～
61（61）

デフレ下と医療 特集：デフレ下におけ
る病院

病院（医学書
院）

62-2 2003. 2 105（25）～
108（28）

病院経営の何が問題か ろうさいフォ
ーラム（労働
福祉事業団）

24-2 2003. 2 5 ～
15
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小山秀夫 変わりゆく療養病床 おなたの職場はどうな
る？

Nursing Today
（日本看護協
会出版会）

2003. 2 78 ～
80

介護保険サービスの技術マネジメン
ト第 11 回

ドイツにおける介護の
質確保の現状

月刊介護保険
（法研）

84-2 2003. 2 20 ～
23

看護管理（病院の DON ･ 26） 看護研究マネジメント 病院（医学書
院）

62-2 2003. 2 144（64）
～ 145（66）

高齢者保健・医療・福祉サービス提
供機関におけるマネジメントに関す
る実態分析並びに理論構築に関する
研究

平成 14 年度総括研究
報告書

平成14年度長
寿科学総合研
究事業（H13-
長寿 -025）

2003. 3 150

医療福祉組織の経営品質に関する研
究

マルコム・ボルドリッ
ジ国家賞ヘルスケア版
を中心として　「病院
経営品質測定技法に関
する研究」平成 14 年
度研究報告書

平 成 14 年 度
医 療 技 術 評
価総合研究事
業（H14- 医療
-018）

2003. 3 230

分担研究報告：関連情報の収集 保健医療分野における
研究　評価のあり方に
関する研究（平成 14
年度総括・分担研究報
告書）

厚生労働科学
研究費補助金
特別研究事業

2003. 3 205 ～
374

介護保険サービスの技術マネジメン
ト最終回（12 回）

介護報酬改定と施設経
営

月刊介護保険
（法研）

85-3 2003. 3 18 ～
21

看護管理（病院の DON ･ 27） 組織フレームワークの
再検討

病院（医学書
院）

62-3 2003. 3 242（74）～
243（75）

訪問看護ステーションの可能性 訪問看護ステ
ーションの法
則（日本看護
協会出版会）

2003. 4 130 ～
136

＜特別寄稿＞改定をどうとらえこれ
からの施設運営に活かすか

特集：介護報酬改定と
介護療養型医療施設の
進路

LTC（介護療
養型医療施設
連絡協議会）

38 2003. 4 16 ～
19

経営戦略講座第 1 回 経営の基本は安全 月刊介護保険
（法研）

86 2003. 4 66 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 28） アウトソージング 病院（医学書
院）

62-4 2003. 4 326（70）～
327（71）

高齢者を支援する社会的制度 1
（* 社会福祉士養成テキストブック 6；
白澤政和ら編『老人福祉論』所収）

高齢者福祉保険制度 ミネルヴァ書房 2003. 5 113 ～
114

* 訪問看護ステーションの経営診断
術

日本看護協会
出版会

2003. 5 224

病棟における栄養ケア・マネジメン
ト 1

栄養ケア・マネジメン
ト業務調査の開発

日本健康・栄
養システム学
会誌

3-1 2003. 5 16 ～
26

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁



　92 大原社会問題研究所雑誌　№ 550･551 ／ 2004.9･10 93　

社会政策学会会員研究業績一覧

小山秀夫 病棟における栄養ケア・マネジメン
ト 2

栄養ケア・マネジメン
ト業務調査による病棟
管理栄養士配置などの
検討

日本健康・栄
養システム学
会誌

3-1 2003. 5 27 ～
34

＜介護報酬改定に伴う説明会・講演＞
今後の施設運営について（平成 15
年 2 月・東京）

日本病院会雑
誌（日本病院
会）

50-5 2003. 5 75（705）～
86（716）

＜第 2 部＞ケアマネジャー自立を促
進する私の提案 ③ケアマネジャー
の質の向上なくして地位の向上はあ
り得ない

ケアマネジャー自立へ
の道－報酬・質をめぐ
る提言

コ ミ ュ ニ テ
ィ・ケア（日
本看護協会出
版会）

5-5 2003. 5 41 ～
43

＜病院長・幹部職員セミナー・特別
講演＞介護報酬決定（平成14年 8月・
大阪市）

日本病院会雑
誌（日本病院
会）

50-5 2003. 5 33（663）～
41（671）

介護報酬改定に伴う影響とその対策 看護部マネジ
メント（産労
総合研究所）

163 2003. 5 28 ～
36

福祉経営マネジメント　福祉経営を
考える①

月刊福祉（全
国社会福祉協
議会）

86-7 2003. 5 78 ～
81

論説：医療保険制度改革の今後の展
望

東京の国保
（東京都国民
健康保険団体
連合会）

44-5 2003. 5 2 ～ 5

経営戦略講座第 2 回 コンプライアンス対応 月刊介護保険
（法研）

87 2003. 5 68 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 29） 院内物流 病院（医学書
院）

62-5 2003. 5 416（72）～
417（73）

老人病院の歩みと個室・ユニットケ
ア（* 福岡痴呆ケアネットワーク・
NPO 法人全国抑制廃止研究会監修

『個室・ユニットケアの老人病院』
所収）

法研 2003. 6 59 ～
81

介護システム（* スタンダード栄養・
食物シリーズ 2；大塚譲ら編『社会・
環境と健康』所収）

東京化学同人 2003. 6 187 ～
202

福祉経営マネジメント　福祉経営を
考える②

月刊福祉（全
国社会福祉協
議会）

86-8 2003. 6 72 ～
75

栄養パス研究会分科会本年度事業計
画について

日本健康・栄
養システム学
会誌

3-2 2003. 6 115

複合型高齢者ケア施設におけるタン
パク質・エネルギー低栄養状態

日本健康・栄
養システム学
会誌

3-2 2003. 6 122
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小山秀夫 経営戦略講座第 3 回 サービスの質 月刊介護保険
（法研）

88 2003. 6 68 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 30） 管理職のワーキングス
ペース

病院（医学書
院）

62-6 2003. 6 490（58）～
491（59）

chapter2-1（NCM 経営論）マネジメ
ントのための知識と技術（* 日本健
康・栄養システム学会編『栄養ケア・
マネジメントのリーダーになるため
に　Ⅰ』所収）

厚生科学研究所 2003. 7 28 ～
44

chapter3-2（NCM 経営論）問題解決
のために（* 日本健康・栄養システ
ム学会編『栄養ケア・マネジメント
のリーダーになるために　Ⅱ』所収）

厚生科学研究所 2003. 7 106 ～
112

第 11 回介護療養型医療施設全国研
究会青森大会記念講演

介護療養型医療施設の
使命

LTC（介護療
養型医療施設
連絡協議会）

39 2003. 7 10 ～
11

経営戦略講座第 4 回 転換型介護老人保健施
設

月刊介護保険
（法研）

89 2003. 7 68 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 31） ワーキングスペースと
OA

病院（医学書
院）

62-7 2003. 7 586（66）
～ 587（67）

特集 苦情マネジメント（緒言） 病院全体で苦情マネジ
メントを

看護（日本看
護協会出版会）

55-10 2003. 8 40 ～
41

経営戦略講座第 5 回 コーポレートガバナン
ス

月刊介護保険
（法研）

90 2003. 8 68 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 32） コスト意識と金銭感覚 病院（医学書
院）

62-8 2003. 8 676（60）～
677（61）

＜座談会＞「縮小・精鋭・専門化」
がこれからの病院経営のキーワード

WAM －明日
の福祉と医療
を創るワム－

（ 社 会 福 祉・
医療事業団）

465 2003. 9 2 ～
11

経営戦略講座第 6 回 ケアマネジメント業務
一元化

月刊介護保険
（法研）

91 2003. 9 68 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 33） 喫煙と看護管理 病院（医学書
院）

62-9 2003. 9 761（52）～
765（53）

経営戦略講座第 7 回 地域連携は経営資源 月刊介護保険
（法研）

92 2003.10 68 ～
69

看護管理（病院の DON ･ 34） 看護情報提供と看護連
携

病院（医学書
院）

62-10 2003.10 864（64）～
865（65）

経営戦略講座第 8 回 施設の在宅復帰戦略 月刊介護保険
（法研）

93 2003.11 68 ～
69
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小山秀夫 看護管理（病院の DON ･ 35） 看護業務の電子化 病院（医学書
院）

62-11 2003.11 946（58）～
947（59）

ホスピタルガバナンス 通教月報病院
経営管理（日
本病院会通信
教育）

302 2003.12 1 ～ 2

健康高齢者の脱水状態の早期発見の
ためのアセスメント項目の開発に関
する研究

日本健康・栄
養システム学
会誌

3-3 2003.12 225 ～
234

経営戦略講座第 9 回 経営品質とＭＢ賞 月刊介護保険
（法研）

94 2003.12 68 ～
69

看護管理（病院のDON･ 36）（最終回）病院統治力 病院（医学書
院）

62-12 2003.12 1026（58）～
1027（59）

斎藤悦子 第 4 章　労働 2：労働条件（* 国立女
性教育会館・伊藤陽一・杉橋やよい
編『男女共同参画統計データブック
－日本の女性と男性－ 2003』所収）

ぎょうせい 2003. 8 45 ～
60

坂脇昭吉 社会保障制度の課題と展望（* 小谷・
伊木・安部・池尻編『エコノミック
事始め』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 6 270 ～
283

* マンチェスター時代のエンゲルス
（ロイ・ウィトフィールド著　岡田
光正と共訳）

その知られざる生活と
友人たち

ミネルヴァ書房 2003. 9 263

桜林　誠 アファーマティブ・アクション（AA）
に対するアメリカ合衆国最高裁判所
の判決（共著）

京都マネージ
メント・レビ
ュー

3 2003. 7 119 ～
128

桜林誠著作目録 大原社会問題
研究所雑誌

537 2003. 8 32 ～
53

産業報国会に対する官僚統制の分権
構造

大原社会問題
研究所雑誌

537 2003. 8 21 ～
31

笹谷春美 スウェーデンにおけるケアワークの
変容と高齢者ケア政策（今井陽子と
共著）

ソルナ市における高齢
者介護職員の実態調査
から

労働社会学研
究（労働社会
学会）

4 2003. 6 1 ～
52

日本の高齢者のソーシャル・ネット
ワークとサポート・ネットワーク

文献的考察 北海道教育大
学紀要（北海
道教育大学）

54-1 2003. 9 61 ～
76

佐藤静香 韓国財閥企業における大卒ホワイト
カラーの賃金管理

大原社会問題
研究所雑誌

536 2003. 7 27 ～
52

佐藤　忍 ドイツの建設労働市場と外国人労働
者

香川大学経済
論叢

75-4 2003. 3 146 ～
166

書評：ピーター・フィッシャー『非
移動の経済学』

香川大学経済
論叢

76-2 2003. 7 289 ～
296
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佐藤　忍 随想：女性と年金 香川大学経済
論叢

76-2 2003. 7 297 ～
306

ドイツの IT 労働市場と外国人技術
者

香川大学経済
論叢

76-3 2003.12 97 ～
134

佐藤　進 医療保険制度改革と今後の展望 国 民 健 康 保 険 の 改
編，一元化をめぐり

東京の国保 2003. 8 2 ～ 4

* 介護保険における自治体の課題 法律文化社 2003.11 1 ～
229

* 心の専門家が出会う法律（監修）（津
川律子・元永拓郎編）

臨床実践のために 誠信書房 2003.11 1 ～
216

最近の欧州社会政策事業について 世 界 の 労 働
（ 日 本 ILO 協
会）

2003.11 2 ～ 9

社会事業史研究の視点 冠頭言 日本社会事業
史学会誌

2003.11

猿田正機 日本におけるスウェーデン労使関係
研究の現状と課題

中京経営研究 12-2 2003. 2 165 ～
230

コメント・スウェーデンとの比較の
視点から

労務理論学会
誌（晃洋書房）

12 2003. 2 133 ～
146

福祉国家スウェーデンから日本を見
る

なごや市職 1712 2003. 3 2 ～ 3

スウェーデン（*『世界の労働者のた
たかい』所収）

全国労働組合
総連合

2003. 4 107 ～
112

なぜ「ヨーロッパなみ」なのか 学習の友 597 2003. 5 86 ～
88

* 福祉国家スウェーデンの労使関係 ミネルヴァ書房 2003.10 276

スウェーデンとの比較で見た日本の
勤労者

経済（新日本
出版社）

97 2003.10 29 ～
33

スウェーデンからみた「過労死・過
労自殺」

経済（新日本
出版社）

98 2003.11 112 ～
116

篠崎香子 *Mirjana Morokvasic-Müller (editors, 
Crossing Borders and Shifting 
Boundaries.ller Umut Erel) Vol.1 
Gender on the Move

Opladen,
Germany: Leske 
+ Budrich

2003. 1 9 ～
22

Geschlechterverhältnisse in der 
transnat ionalen Elternschaft .  
Das  Be i sp ie l  ph i l ipp in i scher  
HausarbeiterInnen in Deutschland

Beitraege
zur feministischen
Theorie und
Praxis

62 2003. 5 67 ～
85

トランスナショナルな子育てに関す
る一考察

ドイツ在住フィリピン
人移動家事労働者の語
りから

年報社会学論
集（関東社会
学会機関誌）

16 2003. 6 39 ～
51
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篠原健一 * 転換期のアメリカ労使関係 自動車産業の作業組織 ミネルヴァ書房 2003. 7 214

人事管理と雇用形態の変容（* 湖中
齊・前田啓一編『産業集積の再生と
中小企業』所収）

東大阪中小企業のアン
ケート結果等から

世界思想社 2003. 7 139 ～
162

芝田英昭 社会保険一元化構想をどう見るか 賃金と社会保
障（旬報社）

1346 2003. 5 4 ～
14

社会保障改革の現局面と運動の課題 月 刊 全 労 連
（全国労働組
合総連合）

82 2003.11 8 ～
16

首藤若菜 * 統合される男女の職場 勁草書房 300 2003.12 ～

庄谷怜子 第Ⅲ編　ドイツ　はじめに（* 小玉
徹・中村健吾・都留民子・平川茂編
著『欧米のホームレス問題　上』所収）

法律文化社 2003. 2 125 ～
127

講演記録：21 世紀の生活保護制度 日独比較の現点から 社会福祉学研
究（神戸女子
大学）

7 2003.11 165 ～
181

杉橋やよい 就業構造基本調査による日本の男女
所得格差の要因分解（金子治平と共著）

神戸大学農業
経済

36 2003. 3 131 ～
139

* 男女共同参画統計データブック（国
立女性教育会館・伊藤陽一編）

日本の女性と男性 2003 ぎょうせい 2003. 8 191

*Gender Wage Differentials and 
'Discrimination' in Britain and Japan

Ph.D. thesis, 
Manchester : 
University of 
Manchester

2003. 8

鈴木　玲 The death of unions' associational 
l i fe? Pol it ica l cultura l aspects 
of  enterpr ise  un ions（*Frank 
Schwarz,Susan Pharr, eds,The State 
of Civil Society in Japan）

Cambridge
University Press

2003 195 ～
213

書 評：Hagen Koo, Korean Workers: 
the Culture and Politics of Class 
Formation.

大原社会問題
研究所雑誌

530 2003. 1 69 ～
73

Review Article：Industrial Relations 
in the Automobile and Steel industries 
（translated by Izumi Nakayama）

Ea s t  A s i a :  
Comparative 
Perspect ive .
（Institute for 
Ea st  As ia n  
Studies DONg-A 
University）

1 2003. 4 205 ～
239

連合評価委員会中間報告に寄せて　
評論と提案（五十嵐仁と共著）

賃金と社会保障 1351・
1352

2003. 8 4 ～
11

鈴木和雄 接客労働の統制構造（下） 初期デパートにおける
労働統制の諸問題

弘前大学経済
研究

26 2003.11 18 ～
34
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鈴木宏昌 ＥＵ諸国における非典型雇用の動向 日本労務学会誌 5-1 2003 12 ～
22

評論 ILO って何だろう まなぶ 541 2003 27 ～
31

L'emploi du temps au Japon Futurible 285 2003. 4 51 ～
58

フランスのパートタイム労働 個人の労働時間短縮と
半失業の狭間で

大原社会問題
研究所雑誌

537 2003. 8 1 ～
11

Employment Restructuring After 
the Asian Financial Crisis in Four 
East Asian countries.（H. Suzuki，
Kim Dong-one，L.Bei P-J.Pang 共同
執筆）

IIRA 13th
World Congres 

2003. 9

鈴木良始 セル生産方式の普及と市場条件 同志社商学 54-4 2003. 2 52 ～
72

フォードの経営思想（* 渡辺峻ほか
編著『やさしく学ぶマネジメントの
学説と思想』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 6 246 ～
255

清山　玲 非正規雇用に対する規制政策の国際
比較

労務理論学会
誌（晃洋書房）

12 2003. 2 73 ～
87

労働時間と社会政策（* 牧野富夫・石
畑良太郎編『新版　社会政策』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 5 65 ～
95

サービス残業の実態と規制政策の転
換

社会科学論集
（茨城大学人
文学部紀要）

2003. 9 ～

芹沢寿良 提言：一刻も早く雇用問題での共同
行動の構築を

金融労働調査
時報（銀行労
働研究会）

633 2003. 2 3

書評：マショー・ジョセフソン著『シ
ドニー・ヒルマン　上・下』

類い希な進歩的なユニ
オントップリーダー

金融労働調査
時報（銀行労
働研究会）

634 2003. 3 38

解説：藤本正論編『三池大災害とそ
の背景』（*『労働運動と労働者の権
利』所収）

時代の背景 藤本幹子（製
作：中央大学
出版部）

2003. 3 343 ～
344

現代アメリカを正確にとらえるため
に

『シドニー・ヒルマン
　上・下』のおすすめ

金属労働研究
（金属労働研
究所）

63 2003. 5 45 ～
52

書評：『労働運動と労働者の権利－
弁護士藤本正労働弁護の軌跡』

季刊労働者の
権利（日本労
働弁護団）

250 2003. 7 82

鉄鋼・造船重機・非鉄連合が統合 基幹労連が 25 万人で
スタート

金属労働研究
（金属労働研
究所）

65 2003. 9 24 ～
29
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芹沢寿良 書評：永山正昭『星星之火』 戦中戦後の海上労働者
の自伝的エッセイ

金属労働研究
（金属労働研
究所）

65 2003. 9 37 ～
39

提言：もっと全国レベルの共同行動
を

金属労働研究
（金属労働研
究所）

66 2003.11 1

高島　進 「福祉国家」と社会福祉サービス スウェーデンと日本 社会福祉論集
（日本福祉大学）

109 2003. 8 19 ～
33

社会福祉をめぐる情勢の本質は何
か，そして展望と課題は（* 日本福
祉大学同窓会・学内学会合同編集委
員会編『21 世紀の社会福祉実践　上』
所収）

あけび書房 2003.10 5 ～
17

高須裕彦 改悪された労働基準法 内容と課題 M －ネット
（移住労働者
と連帯する全
国ネットワー
ク情報誌）

61 2003. 7 8 ～ 9

改悪される労働基準法 今後の課題は何か 労働情報 626 2003. 7 8 ～ 9

Labor Disputes and Organizing 
among Foreign Workers in NUGW 
Tokyo South（全国一般労働組合東
京南部における外国人労働者の争議
と組織化）

BULLETIN 
（Center for 
Transnational 
labor Studies・
国際労働研究
センター）

8 2003.11 35 ～
55

高瀬雅弘 1920 年代における少年労働保護政策
の転換

工場法から少年職業紹
介へ

東京大学大学
院教育学研究
科紀要

42 2003.10 149 ～
157

高田亮爾 中小企業と雇用・労働・労務（* 中
小企業総合研究機構編『日本の中小
企業研究 1990-1999 第 1 巻』所収）

同友館 2003. 3 203 ～
226

中小企業と雇用・労働・労務（* 中
小企業総合研究機構編『日本の中小
企業研究 1990-1999 第 2 巻』所収）

主要文献解題 同友館 2003. 3 171 ～
188

* 現代中小企業の経済分析 理論と構造 ミネルヴァ書房 2003.10 1 ～
241

中小企業と雇用・賃金構造変化 流通科学大学
論集　流通・
経営編

15-3 2003. 3 27 ～
55

中小企業構造の変化と位相 流通科学大学
論集　流通・
経営編

16-1 2003. 7 19 ～
34

中小企業雇用と新規開業 流通科学大学
論集　流通・
経営編

16-2 2003.11 69 ～
88
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高梨　昌 日本の雇用システム（*村上龍著『啓
蒙的なアナウンスメント 第2集』所収）

日本放送出版
協会

2003. 3 ～

「成果主義賃金」を問う 労働の科学（労
働科学研究所）

58-3 2003. 3

*Japanese Employment Practices 日本労働研究
機構

2003. 9 ～

* 戦後労働組合運動の歴史（日本労
働研究機構編　戦後労働組合運動の
証言研究会 主査高梨昌）

分裂と統一 日本労働研究
機構

2003. 9 第 1集
-5集

（5冊）

勤労者福祉施設 中小企業労働者には必
要

朝日新聞 2003. 9.6

* 日本産業再構築の戦略（現代経済
研究会編　代表高梨昌）

市場原理主義批判 エイデル研究所 2003.10 366

 * 若手社員の活性化と人材育成 企業 17 社の事例調査
から

社会生産性本部 2003.12 192

若者が職業に希望と誇りをもてる社
会を

季 刊 教 育 法
（エイデル研
究所）

139 2003.12

武居秀樹 石原都政の歴史的位置 美濃部都政・鈴木都政
との比較を中心に

月刊東京（東
京自治問題研
究所）

234 粮 2003. 7 1 ～ 7

多国籍企業段階における東京改造と
階層格差の拡大

石原都政研究の基礎的
視角

政経研究（政
治経済研究所）

81 2003.12 1 ～
15

書評：土岐寛『東京問題の政治学（第
2 版）』

月刊東京（東
京自治問題研
究所）

242 2003.12 28 ～
29

武川正吾 * 企 保障与社会保障（佐藤博樹と
共編）

中国 社会
保障出版社

2003. 1 249

 2003. 4 241 ～
265

The welfare state and market in 
Japan（* Atsushi Gunji,ed., The 
Role and Limitations of the Market 
in the Health and Welfare System,）

S e i g a k u i n  
University

2003 108 ～
117

OECD19 カ国における社会保障財源
の国際比較

海外社会保障
研究

142
（Spring）

2003 43 ～
52

* 企業保障与社会保障（佐藤博樹と
共編　李黎明・張永春訳）

中国労働社会
保障出版社

2003. 1 249

シンポジウム　今，社会福祉に求め
られている役割（新・福祉システム
Part7 ソーシャルインクルージョン
の具現化　平成 14 年度社会福祉ト
ップセミナー報告）

地域で発生している福
祉問題から

月刊福祉（全
国社会福祉協
議会）

増刊号 2003. 2 37 ～
60
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武川正吾 グローバル化の社会学（* 武川正吾・
山田信行編『現代社会学における歴
史と批判　上』所収）

東信堂 2003. 3 8.243

福祉レジーム間のヘゲモニー競争
（* 武川正吾・山田信行編『現代社会
学における歴史と批判　上』所収）

グローバル化と福祉国
家の危機

東信堂 2003. 3 211 ～
235

福祉国家と福祉社会の新しい関係を
求めて（特集　シンポジウム「福祉
社会を築く」）

その担い手と主体形成 福祉社会研究
（京都府立大
学福祉社会研
究会）

3 2003. 3 5 ～
12

［討論］福祉社会を築く（小沢修司・
小野英秀生・高原正興・北村裕明・
築山崇）

その担い手と主体形成 福祉社会研究
（京都府立大
学福祉社会研
究会）

3 2003. 3 29 ～
39

書評：「介護保険導入後の介護費用
と家計」

ESP（経済企
画協会）

6 月号 2003. 6 53

* 社会福祉の原理と思想　社会福祉
基礎シリーズ（1）　（岩田正美・永
岡正巳・平岡公一と共編）

有斐閣 2003. 7 345

現代社会と社会福祉（* 岩田正美・
武川正吾・永岡正巳・平岡公一編『社
会福祉の原理と思想　社会福祉基礎
シリーズ（1）』所収）

地域福祉計画を中心に
して

有斐閣 2003. 7 303 ～
324

武田公子 国と地方の財政関係（* 重森暁・鶴
田廣巳・植田和弘編『Basic 現代財
政学（新版）』所収）

有斐閣 2003. 6 339 ～
356

合併と自治体財政（* 岡田知弘・京
都自治体問題研究所編『市町村合併
の幻想』所収）

自治体研究社 2003. 7 75 ～
100

合併の財政問題 交付税措置を中心に 経済科学通信 102 2003. 8 21 ～
25

* ドイツ自治体の行財政改革 分権化と経営主義化 法律文化社 2003.10 225

竹中恵美子 均等待遇実現に総力を！ 私たちのもと
めるワークル
ールと均等待
遇報告集（均
等待遇アクシ
ョン 2003 大阪
実行委員会）

2003. 3 2 ～ 3

転換点に立つ男女雇用平等政策 新しい社会システムの
構築に向けて

第 7 期 女 性
学連続講演会

『不況と女性』
（大阪女子大
学女性学研究
センター）

7 2003. 6 29 ～
44

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁



　102 大原社会問題研究所雑誌　№ 550･551 ／ 2004.9･10 103　

竹中恵美子 * 歳月は流水の如く（姜在彦と共著） 青丘文化社 2003.12 137 ～
203

田多英範 社会保障制度と失業問題 週刊社会保障 57-2241 2003. 7 22 ～
25

田中重人 男女共同参画社会の実現可能性 生活時間データに基づ
く政策評価

季刊家計経済
研究（家計経
済研究所）

60 2003.10 48 ～
56

田中裕美子 スウェーデンにおける労働時間短縮
とジェンダー（*21 世紀社会保障制
度とその周辺領域編集委員会編『社
会保障制度とその周辺領域』所収）

法律文化社 2003. 1 177 ～
187

女性の就業と課題（* 横山博司・岩
永誠編著『ワークストレスの行動科
学』所収）（坂田桐子と共著）

北大路書房 2003. 3 2 ～
46

書評：竹中恵美子編著『労働とジェ
ンダー』

社会政策学会誌 9 2003. 9 73 ～
75

田中洋子 雇用・労働システムの構造転換
（* 戸原四郎・加藤栄一・工藤章編『ド
イツ経済』所収）

有斐閣 2003.11 79 ～
115

玉井金吾 *"Development of social policy in 
Japan", in Izuhara ed, Comparing 
Social  Pol ic ies ;Exploring new 
perspectives in Britain and Japan

The Policy
Press

2003 35 ～
47

新しい自治体雇用対策を考える 都市問題研究 55-3 2003. 3 3 ～
13

書 評：Deborah J.Milly,Poverty, 
Equality,and Growth:The Politics of 
Economic Need in Postwar Japan

経済学雑誌
（大阪市大）

104-1 2003. 6 92 ～
94

対談：社会政策研究と地域（菊池光
造と）

大阪商業大学
比較地域研究
所紀要

6 2003. 8 1 ～
24

* 都市失業問題への挑戦（松本淳と
共編著）

自治体・行政の先進的
取り組み

法律文化社 2003. 9 iii,213

現代の雇用問題と自治体の役割 自治体学研究 87 2003. 9 2 ～ 7

千田忠男 * 現代の労働負担 文理閣 2003. 2 1 ～
300

過度労働を働き方に即して防止する
ために

経済（新日本
出版社）

89 2003. 2 101 ～
113

* 魅力ある教育実践をすすめ，過重
負担を軽減して『辞めたい』と思う
ことなく，人間らしく働くために

基礎講座ブックレット 全日本教職員
組合女性部

2003. 2 3 ～
23

教育労働の実態と過重な負担 クレスコ 26 2003. 5 28 ～
31
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千田忠男 教師の労働負担（5） 研究枠組みの検討 評論・社会科
学（同志社大
学社会学会）

71 2003. 8 47 ～
165

現代の複雑労働とメンタルヘルス 協う（くらし
と協同の研究
所）

78 2003. 8 16

長南　仁 高度経済成長初期の臨時工制度問題
に対する一考察

東邦学誌 32-2 2003.12 73 ～
90

塚原康博 公共事業と社会福祉サービスの生
産・雇用誘発効果の比較分析

拡大レオンチェフ乗数
を用いた産業連関分析

公共政策研究 3 2003. 1 130 ～
136

社会的入院と高齢者医療・福祉政策 明治大学社会
科学研究所紀
要

41-2 2003. 3 285 ～
298

* 人間行動の経済学（明治大学社会
科学研究所叢書）

実験および実証分析に
よる経済合理性の検証

日本評論社 2003.12 259

都留民子 訳書：* 行動する失業者（D. ドマジ
ェール，M. T. ピニヨニ著）

ある集団行動の社会学 法律文化社 2003. 5 xxi,240

路上生活者支援策はどこにすすむの
か

シェルターレス
（新宿ホームレ
ス支援機構）

17 2003. 6 10 ～
13

低所得対策と公的扶助制度（* 岩田
正美ほか編『貧困問題とソーシャル
ワーク』所収）

有斐閣 2003. 8 250 ～
283

戸木田嘉久 サービス残業根絶運動の今日的重要
性

労働運動（新
日本出版社）

466 2003. 5 18 ～
34

マルクスと現代の貧困者 経済（新日本
出版社）

92 2003. 5 226 ～
236

* 労働運動の理論発達史（上） 戦後日本の歴史的教訓 新日本出版社 2003. 9 1 ～
493

* 労働運動の理論発達史（下） 戦後日本の歴史的教訓 新日本出版社 2003.10 1 ～
576

戸塚秀夫 アメリカ労働運動をどうとらえるか 「ニューボイス」の思
想と根拠

労働法律旬報 1546 2003. 2 60 ～
64

* アメリカ労働運動のニューボイス
（ケント・ウォン編　山崎精一と監訳）

立ち上がるマイノリテ
ィ，女性たち

彩流社 2003.10 256

富田義典 1980 年以降における製造業の雇用構
造

佐賀大学経済
論集

36-4 2003.11 17 ～
56

内藤和美 「女性に対する暴力」と調査研究 社会学評論 53-4 2003. 3 101 ～
111

* 心理学とジェンダー（柏木惠子・
高橋惠子・伊藤裕子ほかと編著）

有斐閣 2003. 3 71 ～
76
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内藤和美 介護保険下におけるケアマネージメ
ントの実践と評価に関する研究（そ
の 1）（佐光恵子と共著）

群馬パース学
園短期大学紀
要

5-1 2003. 3 155 ～
174

日本で行われた高齢者虐待の実態調
査研究の検証（上村典子・桜井智子・
佐野裕美と共著）

群馬パース学
園短期大学紀
要

5-1 2003. 3 117 ～
154

新聞報道に見る児童虐待（第2報）（小
林睦子と共著）

論評記事の見出し分析 群馬パース学
園短期大学紀
要

5-1 2003. 3 53 ～
73

男性の親アイデンティティの発達と
それを保障する社会的条件整備に関
する研究（その 1）[PARA]（前田由
美子と共著）

1999 年以降の日本の父
親研究の動向

群馬パース学
園短期大学紀
要

5-1 2003. 3 175 ～
184

* 看護学事典（見藤隆子・小玉香津子・
菱沼典子・會田信子ほか編）

日本看護協会
出版会

2003. 5 564

「高等教育機関における女性学・ジ
ェンダー論関連科目に関する調査」

（第 10 回）

教員調査（科目調査）
記述回答の整理から

国立女性教育
会館研究紀要

7 2003. 8 93 ～
108

「ケア役割」と危機 女性ライフサ
イクル研究

13 2003.10 16 ～
27

中川　功 外国人労働者受け入れ論議が照らし
出す日本の課題

1980-90 年代の日本国
内における研究動向の
特徴

大原社会問題
研究所雑誌

532 2003. 3 1 ～
26

中川　清 * 社会生活に関する調査検討会『社
会生活に関する調査・社会保障生計
調査結果報告書』（共著）

2003. 1 305

20 世紀の家族はどのように生きられ
てきたか

三色旗 660 2003. 3 19 ～
31

家計にみる家庭生活（* 日本生活学
会編『家庭生活の 100 年』所収）

都市勤労者世帯の展開
と変容

ドメス出版 2003. 9 80 ～
99

事典項目：中川清『日本の都市下層』
（* 黒田日出男ほか編『日本史文献事
典』所収）

弘文堂 2003.12

中島　醸 ニューディールにおける 1937 年合
衆国住宅法の歴史的位置

立法過程における議論
を素材に

歴史学研究 773 2003. 3 36 ～
51

永田萬享 電機産業における技能者養成・技術
者教育と OFFJT

福岡教育大学
紀要第 4 分冊

52 2003. 2 329 ～
368

転換期にみる電機産業の企業内教育
と生涯学習（*『変革期における《ラ
イフロング・ラーニング》の社会的
意味と社会的役割』所収）

研究成果報告
書（ 平 成 12
～ 14 年 度 科
研費（基盤研
究（A）（1））

2003. 3 585 ～
638

中村圭介 Personnel Management in Japanese 
Prefecture Governments

2003 ～
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中村圭介 書評：ウォマック = ジョーンズ =
ルース『リーン生産方式が，世界の
自動車産業をこう変える』

日本労働研究
雑誌

513 2003. 4 84 ～
87

* 百貨店における部門別業績管理と
人事管理－ A 社の事例

ディスカッション・ペ
ーパー・シリーズ

東京大学社会
科学研究所，
J-130

2003.11 49

* 報告書『労働組合に関する意識調
査報告書』（序論，第Ⅱ部第 2 章）

連合総合生活
開発研究所

2003.11 14 ～ 15,
97 ～
117

仲村政文 ロマン主義的ユートピア思想の一類
型

ウィリアム・モリス 法学論集（鹿
児島大学）

37-1・
2

2003. 6 1 ～
61

中村義哉 介護老人福祉施設（特別養護老人ホ
ーム）におけるケア労働分業の現状
と課題

分業構造からみた施設
ケア関係の実態

社会政策学会誌 10 2003. 9 139 ～
161

浪江　巖 人的資源管理の内容と構造 立命館経営学 41-6 2003. 3 83 ～
105

* 変容期の企業と社会（木田融男・
平澤克彦・守屋貴司と共編）

現代日本社会の再編 八千代出版 2003. 4 はしがき
（i ～ vi）

基本給の支払い方，その内容と構造 賃金管理分析の課題と
理論的枠組み

立命館経営学 42-3 2003. 9 17 ～
38

二木　立 21 世紀初頭の医療改革と民間病院の
役割　前編 中編 後編

病院 62-2.3.4 2003. 2，
3，4

129～135, 
216～222,
308～ 312

病院の外来分離を「第二薬局」の歴
史に照らして考える

今後の規制強化は必至 月刊保険医療 58-3 2003. 3 65 ～
73

* 医学書院医学大事典（責任編集） 医学書院 2003. 3 ～

医療制度改革の議論の問題点 JMS 82 2003. 4 ～

（講演録）21 世紀初頭の医療改革と
民間病院の役割

文化連情報 301/302 2003. 4/5 10 ～
20

「医療特区」は何をもたらすか 世界 5 月号 2003. 5 29 ～
32

（講演録）21 世紀初頭の医療改革と
民間病院の役割

医療経済研究
レター

116 2003. 5 11 ～
17

混合診療と特定療養費制度 病院 62-7 2003. 7 544 ～
549

書評：水野肇著『誰も書かなかった
日本医師会』

エコノミスト 57 2003. 9 ～

（講演録）医療の質（効果），医療効
率と費用

日本病院会雑誌 50-9 2003. 9 1291～
1305
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二木　立 （インタビュー・識者に聞く）一般
病床半減説は崩壊

Japan Medicine 811 2003. 9 1 面

（インタビュー・この人に聞く）資
料整理の哲学

中日新聞 2003. 9.9
（朝刊）

* 医療経営用語事典　新版（分担執
筆）

日本出版 2003.10 251

（講演録）21 世紀初頭の医療改革の
行方と医療者の自己改革

月刊総合ケア 13-11 2003.11 44 ～
53

資料整理と技法と哲学 医療経済・政策分野を
中心として

月刊保険診療 58-11.12 2003.11，
12

44～ 47,
90～ 94

（講演録）医療改革の行方と医療者
の自己改革

同窓会報（奈良
県立医科大学）

39 2003.12 3 ～
11

西成田豊 大学教育に関する一考察 一橋論叢 129-6 2003. 6

近代日本労資関係史の研究（* 黒田
日出男ほか編『日本史文献事典』所収）

弘文堂 2003.11

在日朝鮮人の「世界と帝国」国家
（* 黒田日出男ほか編『日本史文献事
典』所収）

弘文堂 2003.11

中国人強制連行（* 黒田日出男他編
『日本史文献事典』所収）

弘文堂 2003.11

西村万里子 医療における競争原理の導入とアカ
ウンタビリティの改革

ニュージーランドにお
ける医療制度改革

法学研究（明
治学院大学）

75 2003. 3 45 ～
81

野村正實 日本は新たな衰退国家なのか？
（* 高木郁朗・住沢博紀・T. マイヤー
編『グローバル化と政治のイノベー
ション』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 4 124 ～
148

* 日本の労働研究 その負の遺産 ミネルヴァ書房 2003. 5 iv,325

書評：禹宗 著『「身分の取引」と
日本の雇用慣行－国鉄の事例研究』

大原社会問題
研究所雑誌

538/539 2003.9/10 75 ～
78

橋元秀一 職能等級制度と職能給（* 佐口和郎・
橋元秀一編著『人事労務管理の歴史
分析』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 3 63 ～
108

中高年の雇用拡大が見込まれるサー
ビス分野の雇用状況（* 廣石忠司ほ
かと共著『サービス分野における高
年齢者の雇用開発と労働条件の確保
に関する調査研究報告書』所収）

高年齢者雇用
開発協会

2003. 9 13 ～
33

橋本宏子 高齢社会と女性の生活 ゆたかなくらし 257 2003. 7 4 ～ 7
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橋本宏子 高齢社会と女性の生活 ゆたかなくらし 258 2003. 8 36 ～
38

少子・高齢社会と女性 ゆたかなくらし 260 2003.10 35 ～
39

老後をどこで，どうくらしますか ゆたかなくらし 262 2003.12 36 ～
40

児童手当を考える　上 賃金と社会保障 1348 2003.6 42 ～
51

児童手当を考える　下 賃金と社会保障 1349 2003.7 23 ～
29

橋本美由紀 無償労働評価とジェンダー平等政策 Joke Swiebel 論文と企
画庁の試算の紹介検討
を通じて

経 済 学 年 誌
（法政大学大学
院経済学会）

38 2003. 3 26 ～
48

翻訳：Joke Swiebel 「無償労働と政
策立案」

労働と雇用のより広い
視角に向けて

Working Paper
（法政大学比較
経済研究所）

118 2003.12

畑　　隆 日系自動車企業の人事・賃金管理 欧州の現地生産工場の
事例

富士常葉大学
研究紀要

3 2003. 3 45 ～
59

* 日本的雇用慣行の変貌の実証的考
察

平成 12 年度～
平成 14 年度科
学研究費補助
金（基盤研究

（C）（2）） 研
究成果報告書

2003. 6 123

服部良子 アンペイド・ワークと主婦の労働
（* 筒井・山岡編『グローバル化と平
等雇用』所収）

学文社 2003. 4 189 ～
205

早川征一郎 公務員賃金制度改革の内容と問題点 労働法律旬報 1543・
44 合
併号

2003. 1 56 ～
65

日本の公務員制度とその対策をめぐ
る問題（*日本 ILO協会編『欧米の公
務員制度と日本の公務員制度』所収）

日本 ILO 協会 2003. 5 60 ～
69

労使関係と社会政策（* 石畑良太郎・
牧野富夫編著『社会政策　新版』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 6 129 ～
157

書評：高木郁朗著『労働経済と労使
関係』

大原社会問題
研究所雑誌

535 2003. 6 86 ～
88

人事院をどう見るか 公務員賃金決定「民間準
拠」方式の当否／行革推
進本部が進める「能力等
級制」の導入に対する人
事院見解をめぐって

賃金と社会保障 1354 2003. 9 4 ～ 8

板東　慧 ［鼎談］総選挙に向けて（共著） 小泉内閣の 2 年半をど
のように評価するか

国際経済労働
研究

935 2003.11·12 6 ～
21
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板東　慧 ワークシェアリングの現状と課題 国際経済労働
研究

930 2003.5·6 6 ～
25

［鼎談］小泉内閣の評価と今後の政
局（共著）

国際経済労働
研究

926 2003. 1 6 ～
20

ドイツ経済の動揺と労使関係 日・独に共通する要因
と問題点

国際経済労働
研究

927 2003. 2 6 ～
14

失業と経済政策 世界と日本 世界人権宣言
（大阪　会議
ニュース）

250 2003. 6 1 ～ 4

失われた 10 年とコーポレートガヴ
ァナンス

経営民主 23 2003. 8 6 ～
16

* ワークシェアリングの現状と課題 世界と日本に見る 大阪府 2003.10 6 ～
26

生活文化を内実化する教育へ 教育改革への提言 解放教育 432 2003.12 12 ～
17

久野国夫 二つの技術革新 製品技術革新と製造技
術革新

経 済 学 研 究
（九州大学）

70-2 ･ 3 2003.11 301 ～
315

久本憲夫 ドイツの外国人と新移民法 Int'lecowk 国
際経済労働研究

927 2003. 2 15 ～
22

正規雇用と非正規雇用の概念整理
（* 雇用・能力開発機構 関西経済研
究センター『雇用と失業に関する調
査研究報告書』所収）

雇用・能力開発
機構 関西経済
研究センター

2003. 3 77 ～
89

* 正社員ルネサンス 多様な雇用から多様な
正社員へ

中央公論新社 2003. 4 IV,211

今こそ，割引労働としての残業をな
くすべき

労働調査 413 2003. 8 4 ～ 8

職業能力開発からみた今後の雇用形
態

「多様な正社員」を求
めて

社会政策学会誌 10 2003. 9 43 ～
62

ドイツにおける職業継続教育機関の
実情（*『教育訓練制度の国際比較調
査，研究－ドイツ，フランス，アメ
リカ，イギリス，日本－』資料シリ
ーズ No.136 所収）

日本労働研究
機構

2003. 9 70 ～
83

職業能力開発の方向 世界の労働 53-10 2003.10 10 ～
17

正社員未来形 月刊連合 186，
187，
188

2003.10，
11，12

30～ 31,
30～ 31,
28 ～ 29

日野秀逸 * 高齢社会に対応した福祉・健康社
会システムの設計と評価（研究代表
者日野秀逸）

文部科学省科
学研究費補助
金研究成果報
告書

2003. 3 1 ～
357
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日野秀逸 高齢社会に対応した福祉・経済社会
システムの事例研究（*『高齢社会に
対応した福祉・健康社会システムの
設計と評価』所収）

スウェーデン福祉国家
の 90 年代改革：分権・
参加・協同組合

文部科学省科
学研究費補助
金研究成果報
告書

2003. 3 1 ～
55

日本の医療保険を壊してはならない
（室生昇と対談）

経済 91 2003. 4 64 ～
86

* 福祉国家と協同組合 日本生活協同
組合連合会医
療部会

2003. 6 1 ～
80

民医連誕生の背景とその歴史から将
来のあり方をさぐる（肥田泰と対談）

民医連医療 370 2003. 6 8 ～
16

* 社会ケアサービス（ヨルマ・シピ
ラ編著　日野秀逸訳）

スカンジナビア福祉モ
デルを解く鍵

本の泉社 2003. 7 1 ～
333

* 保健・医療と協同組合を学ぶ（第 4
版）第 1 分冊

日本生活協同
組合連合会医
療部会

2003. 9 1 ～
177

* 保健・医療と協同組合を学ぶ（第 4
版）第 2 分冊

日本生活協同
組合連合会医
療部会

2003. 9 1 ～
181

* 保健・医療と協同組合を学ぶ（第 4
版）第 3 分冊

日本生活協同
組合連合会医
療部会

2003. 9 1 ～
191

社会保障・医療改悪の設計図と改革
の「青写真」（上）

民医連医療 374 2003.10 23 ～
30

* 社会サービスと協同のまちづくり
（篠崎次男と共編著）

「構造改革」と保健・
医療・福祉・介護

自治体研究社 2003.11 1 ～
335

第 1 章第 3 節　社会サービスと地方
分権（*『社会サービスと協同のまち
づくり』所収）

スウェーデンに触れつ
つ

自治体研究社 2003.11 44 ～
63

第 6 章　まとめにかえて（*『社会サ
ービスと協同のまちづくり』所収）

（篠崎次男・中西啓之と共著）

社会サービスとまちづ
くりへの展望

自治体研究社 2003.11 301 ～
335

社会保障・医療改悪の設計図と改革
の「青写真」（中）－①

民医連医療 375 2003.11 33 ～
38

社会保障・医療改悪の設計図と改革
の「青写真」（中）－②

民医連医療 376 2003.12 33 ～
38

兵頭淳史 東アジア冷戦のなかの日本（* 石川
捷治・平井一臣編『終わらない 20
世紀』所収）

保革対立と高度成長 法律文化社 2003. 2 125 ～
149

「グローバル化」する資本主義と日
本（* 石川捷治・平井一臣編『終わ
らない 20 世紀』所収）

迷走する政治と経済 法律文化社 2003. 2 181 ～
210
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廣川嘉裕 福祉行政のためのＮＰＭ 社 会 福 祉 学
（日本社会福
祉学会）

43-2 2003. 3 3 ～
13

廣澤孝之 フランス第三共和政期の「社会問題」
と連帯主義

松山法学 6 2003. 3 41 ～
58

フランスにおける「社会保障」概念
の展開

第三共和政期の社会立
法過程を中心として

松山大学論集 15-1 2003. 4 128 ～
172

深澤　敦 書 評：Piarre MELANDRI （sous la 
direction de） Le Welfare State en 
Amerique du Nord

Le Mouvement 
social

203 115 ～
118

「保険的福祉国家」の変容 現代フランスにおける
社会・福祉政策の展開

総合社会福祉
研究（総合社
会福祉研究所）

22 2003. 3 107 ～
117

深澤和子 * 福祉国家とジェンダー・ポリティ
ックス

東進堂 2003. 9 ix,173

福井祐介 社会組織（* 木下謙治編『社会学基
礎概念と射程』所収）

九州大学出版会 2003. 3 89 ～ 97,
105 ～
113

コミュニティ・ユニオンの取り組み
から

NPO 型労働組合の可
能性

社会政策学会誌
（法律文化社）

9 2003. 3 89 ～
102

福島勝彦 * 社会政策論（全訂版） 創価大学出版会 2003. 3 v,404

福島利夫 福祉統計のジェンダー問題 統計学（経済
統計学会）

84 2003. 3 67 ～
75

藤井史朗 世田谷区の新たな産業 第 2 次世田谷区政白書 世田谷区 2003. 2 ～

高度情報化にともなう行政組織とマ
ンパワー問題， 高度情報化推進の施
策・展開に関する研究

電子自治体・IT 化を
めぐる諸問題の社会学
的総合的研究（2002 年
度報告）

2003. 3 44 ～
50

在日ブラジル人をめぐる現在の問題 定住外国人との共生を
めざして－人権擁護と
地域社会づくりに対す
る静岡大学の提言－

静岡大学 2003. 3 43 ～
51

* 情報概念のシステム論的考察（2003
年度年報　第 1 号）

現代社会の構想と分析 こうち書房 2003. 8 14 ～
31

浜松市の「インターネット関連サー
ビス業」事業所の経営展開に見る社
会情報化の方向性

静岡大学情報学ワーク
ショップ 2003 論文集

静岡大学 2003. 9 270 ～
275

藤田至孝 ブッシュ政権の中小企業年金政策 遅参加者に「追いつき
拠出制」

週刊社会保障 2223 2003. 2 22 ～
25

* 職域福利 日本労働研究
機構

2003. 3 1 ～
289
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藤原千沙 児童扶養手当の改革と就業支援策の
課題

女性労働研究 44 2003. 7 53 ～
64

母子世帯の就業実態（* 日本労働研
究機構編『母子世帯の母への就業支
援に関する研究』所収）

調査結果から得られる
知見

日本労働研究
機構

2003. 8 177 ～
211

堀内隆治 イギリス便り（3） 自治研やまぐち 51 2003. 2 26 ～
46

* 福祉国家の危機と地域福祉 地域社会政策論の試み ミネルヴァ書房 2003. 3 ix,292

イギリス便り（4） 自治研やまぐち 52 2003. 4 15 ～
32

イギリス・コミュニティ・ケアの最
前線（1）

自治研やまぐち 53 2003. 8 12 ～
18

本間照光 社会保険 ゆたかなくら
し（全国老人福
祉問題研究会）

253 2003. 3 50 ～
51

公的介護保険と社会政策（* 石畑良
太郎・牧野富雄編著『新版　社会政
策』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 6 187 ～
220

前浦穂高 地方公務員の人事異動（学会報告採
択論文）

Ａ県の事例を中心に 日本労使関係
研究会議

2003. 5 ～

愼　英弘 在日朝鮮人と人権 人権教育研究
（花園大学人
権教育研究セ
ンター）

11 2003. 3 57 ～
74

障害者の自立支援とは何か 研究紀要（花
園大学）

11 2003. 3 83 ～
91

障害者福祉の法制と施策の体系
（* 山口洋史編『障害者福祉論』所収）

コレール社 2003. 4 37 ～
49

牧野富夫 新しい段階を迎えた 03 春闘 問われる労組の役割 月刊全労連 73 2003. 1 1 ～ 7

日本経団連「経営労働政策委員会報
告」批判

労働運動 463 2003. 1 102 ～
111

様変わりする賃金と雇用 調査時報（国
公労）

483 2003. 5 4 ～
13

* 新版・社会政策（石畑良太郎と共
編著）

構造改革の新展開とセ
ーフティネット

ミネルヴァ書
房

2003. 6 1 ～ 18,
39 ～ 64

産業再編下の「国際競争力」論の欺
瞞

労働運動 468 2003. 6 144 ～
153

財界の経済戦略と労働法制改悪 労働運動 471 2003. 9 7 ～
13
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牧野富夫 * 構造改革は国民をどこへ導くか 新日本出版社 2003.10 1 ～
227

増税・年金改悪許さぬ国民春闘 労働運動 473 2003.11 80 ～
85

現代日本の労働問題 構造改革がもたらした
もの

経済 100 2003.12 73 ～
84

益村眞知子 福祉国家とジェンダー エコノミクス
（九州産業大
学経済学会）

7-4 2003. 3 57 ～
82

松尾孝一 学歴達成における階層・地域間格差
と入試類型

入試政策への含意 青山経済論集
（青山学院大）

54-4 2003. 3 195 ～
227

ブレア政権下のイギリスにおける労
働組合の組織化戦略

公共部門を中心に 青山経済論集
（青山学院大）

55-3 2003.12 51 ～
71

松田亮三 健康と医療における公平とは 月間国民医療 188 2003. 1 14 ～
15

全数標本を用いたわが国の出生数の
時刻別分布に関する記述疫学（松嶋
紀子・森田徳子・尾方希・佐伯圭吾・
車谷典男と共著）

日本衛生学雑誌 57-4 2003. 1 674 ～
681

医療制度改革におけるケース・ミッ
クス分類の導入

スウェーデンと英国の
経験

月間国民医療 196 2003. 1 87 ～
102

奈良県のがん罹患数とがん登録精度
（佐伯圭吾・車谷典男・国安弘基・
大石元・尾方希・森田徳子と共著）

2000 年奈良県がん登録
結果

奈良医学雑誌 54-1 2003. 2 17 ～
25

英国の介護政策 ブレア労働党政権下の
展開

教育と医学 51-3 2003. 3 46 ～
53

医療財政政策と公平性 オランダの経験 経済 91 2003. 4 95 ～
104

欧州の医療財政の経験から何を学び
うるか

日本医療経済
学会会報

22-1 2003. 9 10 ～
18

グローバリゼーションと“下から”
の保健医療政策（* 国民医療研究所監
修『21 世紀の医療政策づくり』所収）

本の泉社 2003.11 ～

松渓憲雄 イギリス・ブレアー政権下における
ナショナル・ヘルス・サービスの現
状と課題（* 一圓光彌編著『医療保
障論』所収）

光生館 2003. 5 169 ～
190

松永桂子 中小企業における技能継承及び事業
継承について（工業集積研究会）

ナニワ企業団地アンケ
ート・ヒアリング調査
結果より

季刊経済研究
（大阪市立大）

26-1 2003. 6 37 ～
85

工業地域における多様性と成長 1980 年代安定成長期の
国内工業地域について

大阪市大論集 107 2003. 8 1 ～
24

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁



　112 大原社会問題研究所雑誌　№ 550･551 ／ 2004.9･10 113　

社会政策学会会員研究業績一覧

松永桂子 安定成長期における国内工業地域の
多様性と産業構造の変化

産業立地 42-9 2003. 9 24 ～
30

松村文人 非正社員の組合員化の課題 スタデイ 42-1 2003. 1 2 ～ 7

港湾労働の国際比較 名古屋港と世界の港 港湾経済 24 2003. 3 51 ～
88

（特集）逆風下がんばる海外労組 フランス，年金改革に
労組反発，ストと妥協

ひろばユニオン 502 2003.12

三山雅子 日本における労働力の重層化とジェ
ンダー

大原社会問題
研究所雑誌

536 2003. 7 15 ～
26

書評：前田信彦『仕事と家庭生活
の調和──日本・オランダ・アメリ
カの国際比較』（日本労働研究機構，
2000 年）

社会政策学会誌 10 2003. 9 110 ～
113

三富紀敬 続・イギリスの在宅介護者関係文献
一覧

経済研究（静
岡大学）

8-2 2003. 1 101 ～
107

英国在宅介護者協会：在宅介護者に
よる援助の経済的価値

経済研究（静
岡大学）

8-1 2003. 8 67 ～
85

J.B. ショアーへの批判と反批判 アメリカの労働時間論
争に学ぶ

経済研究（静
岡大学）

8-3 2003.12 1 ～
17

嶺　　学 * 高齢者の在宅ケアー一歩を進め
るために（ワーキングペーパー　
No.14）

高齢者層に全人的復権
を目指すリハビリテー
ションを（上）

法政大学大原
社会問題研究
所

2003. 5 172

研究ノート「介護保険と医療・医療
保険」

法政大学多摩
地域社会研究
センター研究
年報

7 2003.11

三宅明正 労働問題・平和運動（* 横浜市総務
局編『横浜市史　Ⅱ　第3巻下』所収）

横浜市 2003. 7 477 ～
563

世界の動きと歴史の理解 歴史教科書問題から何
を学ぶのか

東京の歴史教育 32 2003. 7 32 ～
17

三宅義子 バース・コントロールの思想（* 奥田・
秋山・支倉編著『概説フェミニズム
思想史』所収）

性と生殖の自由をもと
めて

ミネルヴァ書房 2003. 3 126 ～
147

宮島尚史 ワーク・シェアリング いきさつ・現状批判お
よび労働者・学会の取
組み姿勢

労働法律旬報 1546 2003. 2 36 ～
39

解雇ルール化法構想への批判 学説・判例のすきに乗
じた策動

社会主義 484 2003. 3 75 ～
82

「（整理）解雇」の法構造 法 学 会 雑 誌
（学習院大学）

38-2 2003. 3 1 ～
36

ワーク・シェアリング 国際比較における日本
のシステム

法 学 会 雑 誌
（学習院大学）

39-1 2003. 9 1 ～
52
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宮本　悟 労働組合と失業問題 フランスにおける失業
者運動の展開を中心に

静岡県立大学
短期大学部研
究紀要

16 2003. 3 251 ～
259

翻訳：（* ディディエ・ドマジエル，
マリア・テレーザ・ピニョニ著『行
動する失業者』）（都留民子監訳）（第
2 章，第 4 章担当）

法律文化社 2003. 5 47 ～
71,103
～ 154

資料：社会保障運動（2002 年）（* 法
政大学大原社会問題研究所編『日本
労働年鑑　第 73 集』所収）

旬報社 2003. 6 282 ～
292

フランス単親世帯の労働・生活問題 「貧困の女性化」の視
角から

女性空間（日
仏女性資料セ
ンター）

20 2003. 6 102 ～
108

村上あかね 第2回「パネル調査・カンファレンス」
報告（久木元真吾と共著）

季刊家計経済
研究

58 2003. 4 64 ～
68

「消費生活に関するパネル調査」の
概要

人口学研究 32 2003. 5 25 ～
31

なぜ脱落したのか（* 家計経済研究
所編　『家計・仕事・暮らしと女性
の現在（消費生活に関するパネル調
査（第 10 年度）』所収）

「消費生活に関するパ
ネル調査」における脱
落理由の分析

国立印刷局 2003.10 115 ～
122

室住眞麻子 消費とジェンダー すてっぷジャ
ーナル（とよ
なか男女共同
参画推進財団）

6 2003 2

家計のジェンダー化と貧困測定 社会政策学会誌 9 2003. 3 258 ～
279

森　隆男 わが国における障害者雇用の促進の
現状と課題

岐阜県下の調査結果か
らの示唆

研究紀要（中
京学院大学）

10 2003. 1 17 ～
30

* 障害者就業支援ネットワーク構築
に関する調査研究

岐阜県産業経済
振興センター

2003. 3 ～

森　建資 雇用関係の変化をどのようにとらえ
るか

社会政策学会誌
（法律文化社）

9 2003. 3 3 ～
25

職場労使関係の構造（* 佐口和郎・
橋元秀一編『人事労務管理の歴史分
析』所収）

ミネルヴァ書房 2003. 3 239 ～
279

* イギリス農業政策史 東京大学出版会 2003. 5 xi,395

森　周子 書評：木村周市朗『ドイツ福祉国家
思想史』

一橋論叢（一
橋大学）

130-2 2003. 8 160 ～
166

訪問介護事業者の出自別の特色・活
動基盤の整備状況・課題（* 介護労
働研究会編『介護保険導入による介
護労働の再編成に関する研究』所収）

2003.11 31 ～
54

著　者 標　　　題 副  標  題 出版者（誌名） 巻号 出版年月 頁



　114 大原社会問題研究所雑誌　№ 550･551 ／ 2004.9･10 115　

社会政策学会会員研究業績一覧

森　直人 Education and Success Changes in Structure 
and Thinking

Social Science 
Japan

25 2003. 2 16 ～
18

旧制工業学校卒業生の社会移動に関
する研究（広田照幸・寺崎里水と共
著）

山形県立鶴岡工業学校
を事例として

東京大学大学
院教育学研究
科紀要

42 2003. 3 65 ～
97

森　廣正 外国人労働者（* 法政大学大原社会
問題研究所編『日本労働年鑑　第 73
集 2003 年版』所収）

旬報社 2003. 6 101 ～
108

外国人労働者と社会政策（* 石畑良
太郎・牧野富夫編著『新版 社会政策』
所収）

ミネルヴァ書房 2003. 6 286 ～
297

山垣真浩 雇用契約における雇い主の「権限」 労働条件決定の政治経
済学

一橋論叢（一
橋大学）

130-6 2003.12 17 ～
39

山田信行 「ポスト新国際分業」と移民労働者
（* 武川正吾・山田信行編『現代社会
学における歴史と批判　上』所収）

「半周辺性」と「周辺性」
とを体現するもの

東信堂 2003. 3 45 ～
70

山本郁郎 非正規従業員の増大は「モノづくり
大国」再建への道か

産政研フォー
ラム

57 2003. 2 6 ～ 9

*SME's Growth Strategy and 
Cluster in Indonesia

Using the Japanese 
E x p e r i e n c e  a s  a  
Frame of Reference

Center for 
Japanese 
Studies 
University of 
Indonesia

2003.12 1 ～
105

山森　亮 基本所得 多なる者たちの第二の
要求によせて

現代思想 31-2 2003. 2 130 ～
147

Constructive Universalism Sen and Sensitivity to 
Difference

E t h i q u e  
Economique

（Ethics and 
Economics）

1 2003.10 1 ～
15

湯本　誠 企業と地域社会（* 北爪真佐夫・内
田司編『生活の公共性化と地域社会
再生』所収）

トヨタと地域社会の緊
張と妥協

アーバンプロ
出版センター

2003. 1 43 ～
57

自動車労働者の職業経歴 トヨタ定年退職者調査
から

札幌学院大学
人文学会紀要

74 2003.12 1 ～
25

横田伸子 日本におけるパートタイム労働者の
現況と問題点

東亜経済研究 62-3 2003. 1 1 ～
30

韓国における労働市場の柔軟化と非
正規労働者の規模の拡大

大原社会問題
研究所雑誌

535 2003. 6 36 ～
54

翻訳：黄品美『発展国家と母性』 1960 ～ 70 年代の婦女
政策を中心に

東亜経済研究 62-2 2003. 7 71 ～
95

「ＩＭＦ経済危機」以降の韓国の雇
用問題（* 塚田広人ほか著『失業と
雇用をめぐる法と経済』所収）

労働市場の柔軟化と非
正規労働者の規模の拡
大

成文堂 2003.11 37 ～
68
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横溝幸徳 北欧の社会的実験 フィンランドの分権改革
と公共管理の構造改革

大阪の住民と
自治

特集
43

2003. 5 25 ～
28

横山純一 * 高齢化福祉と地方自治 同文館出版 2003. 4 252

吉澤昌恭 ケインズ，レイヨンフーヴッド，小
野

広島経済大学
経済研究論集

25-4 2003. 3 29 ～
46

ワシントン・コンセンサスと開発 広島経済大学
経済研究論集

26-1 2003. 6 69 ～
83

投資，投機，群衆行動（1） 広島経済大学
経済研究論集

26-2 2003. 9 1 ～
24

投資，投機，群衆行動（2） 広島経済大学
経済研究論集

26-3 2003.12 57 ～
77

吉田健三 貯蓄支援税制としてのアメリカ 401
（k）に関する考察

海外社会保障
研究

142 2003. 3 78 ～
89

アメリカの企業年金（* 渋谷博史・
渡瀬義男・樋口均編『アメリカの福
祉国家システム』所収）

確定拠出型年金と金融
ビジネス

東京大学出版会 2003. 8 155 ～
186

吉田しおり プリンシパル・エージェント問題に
おける張り縄条件

龍谷大学経営
学論集

42-4 2003. 3 41 ～
48

社会福祉　動向と課題，コラム最近
の地域福祉の動き，触法心神喪失者
等に対する政策（* 健康保険組合連
合会編『社会保障年鑑 2003 年版』
所収）

東洋経済新報社 2003. 5 113 ～
115, 
119, 
143

わが国における医療と福祉の連携の
可能性について（* 一圓光彌編『医
療保障論　現状・課題・展望』所収）

光生館 2003. 5 101 ～
118

吉田　誠 東京大田区の中小零細企業における
取引態様

都市型産業集積におけ
る口座保有企業の位置

横浜市立大学
論叢社会科学
系列

54-2 ･ 3 2003. 3 107 ～
141

働き方の変化と成果主義の功罪 勤労よこはま
（横浜市）

465 2003.11 10 ～
15

依光正哲 * 国際化する日本の労働市場 東洋経済新報社 2003. 2 xii,248

日本における外国人労働者問題の変
遷と新たな政策課題

社 会 学 研 究
（一橋大学研
究年報）

41 2003. 2 3 ～
60

李　蓮花 中国の医療保険制度改革 経済体制改革との関連
を中心に

アジア経済研
究所

44-4 2003. 4 2 ～
19

韓国における医療保険制度の導入 後発工業国の開発主
義，権威主義と福祉

ア ジ ア 太 平
洋研究科論集

（早稲田大）

6 2003. 9 85 ～
108
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劉　暁梅 社会保障的効率性和責任分担 中国社会保障
（中国労働と
社会保障部）

2003. 1 20 ～
21

社会福祉工作貴在創新 社会福利（中
国民政部）

2003. 2 25 ～
30

大連の都市発展過程における環境戦
略 ,, 都市づくりと市政府との関連企
業群のパートナーシップ

都市づくりと市政府と
の関連企業群のパート
ナーシップ

北 経 調 研 究
（北陸経済調
査会）

93 2003. 5 50 ～
60

関与発展養老産業的思考 今日科苑（中
国科学技術協
会）

2003. 7 10 ～
12

中国社会保障制度の新たな展開 賃金と社会保
障（旬報社）

1354 2003. 9 55 ～
65

年金制度改革的王牌（* 鄭功成編『変
革中的就業環境与社会保障』所収）

401k 年金 中国労働社会
保障部出版社

2003. 9 657 ～
670

鷲谷　徹 階級構成表再論 中央大学経済
研究所年報

33 2003. 3 145 ～
159

雇用・仕事不安とキャリア志向
（* 連合総合生活開発研究所編『IT
の仕事と職場組織に与える影響』所
収）

連合総合生活
開発研究所

2003. 5 90 ～
105

渡辺　満 英国の医療事故処理体系と最近の動
向

広島法学（広
島大学）

27-1 2003. 6 1 ～
23
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